
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

歴史を読み解く : さまざまな史料と視角

服部, 英雄
九州大学大学院比較社会文化研究院 : 教授 : 日本史

https://hdl.handle.net/2324/17117

出版情報：歴史を読み解く : さまざまな史料と視角, 2003-11. 青史出版
バージョン：
権利関係：



1 

文
永
十
一
年
・
冬
の
嵐

冬
の
嵐
と
は
何
か
|
|
気
象
・
地
形
・
遺
跡
か
ら
復
原
さ
れ
る
文
永
の
役

文
永
の
役
。
蒙
古
襲
来
、
前
半
の
戦
い
で
あ
る
。
通
説
に
よ
る
と
、
長
期
の
準
備
を
経
て
日
本
に
到
達
し
た
蒙
古
(
モ

ン
ゴ
ル
、
元
)
・
高
麗
連
合
軍
四
万
は
、
わ
ず
か
一
日
の
戦
闘
で
本
国
に
引
き
返
し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
な
ぞ
め
い
た
不

可
解
な
事
件
で
あ
る
。
不
自
然
な
事
件
と
も
い
え
る
。
か
つ
て
は
き
わ
め
て
明
解
な
解
釈
が
そ
れ
を
説
明
し
て
い
た
。
す

な
わ
ち
「
神
風
」
で
あ
る
。
暴
風
雨
が
瞬
時
に
蒙
古
軍
を
蟻
滅
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
終
戦
ま
で
、
そ
し
て
戦
後
も
不

動
の
定
説
だ
っ
た
が
、
し
か
し
根
本
的
な
疑
問
を
提
出
し
た
人
物
が
い
た
。
福
岡
管
区
気
象
台
に
勤
務
し
た
荒
川
秀
俊
で

あ
る
。元
・
高
麗
軍
は
文
永
十
一
年
十
月
二
十
日
(
な
い
し
は
そ
れ
以
前
に
)
博
多
湾
岸
に
上
陸
し
、

た
け
さ
き
す
え
な
が
え
こ
と
ば

の
二
十
日
と
い
う
日
付
は
『
竹
崎
季
長
絵
調
』
ほ
か
複
数
の
史
料
に
み
え
て
、
確
実
で
あ
る
。
西
暦
・
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦

で
は
一
二
七
四
年
十
一
月
二
十
六
日
と
な
る
(
当
時
は
ユ
リ
ウ
ス
暦
で
あ
っ
た
が
現
代
暦
に
換
算
)
。
こ
の
季
節
に
台
風
は
こ
な

い
。
遠
洋
航
海
に
耐
え
う
る
大
型
船
が
沈
む
と
す
れ
ば
、
台
風
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
神
風
は
吹
か
ず
、
遠
征
軍
は

自
主
的
に
退
去
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
昭
和
三
十
三
年
(
一
九
五
八
)
に
発
表
さ
れ
た
荒
川
主
張
の
骨
子
で
あ
る
。

台
風
は
晩
秋
・
初
冬
に
も
発
生
す
る
が
、
十
一
月
に
な
る
と
太
平
洋
上
で
右
に
大
き
く
旋
回
す
る
。
参
考
ま
で
に
荒
川

説
以
後
の
デ
l
タ
を
み
よ
う
。
福
岡
管
区
気
象
台
「
梅
雨
と
台
風
』
あ
る
い
は
旧
建
設
省
ホ
l
ム
ぺ

1
ジ
掲
載
「
台
風
の

こ
の
日
に
合
戦
し
た
。
こ
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発
生
数
お
よ
び
上
陸
回
数
」
を
み
る
と
、
平
成
二
年
こ
九
九
O
)
十
一
月
三
十
日
に
和
歌
山
県
白
浜
町
に
上
陸
し
た
記

録
、
が
あ
る
も
の
の
、
九
州
で
は
昭
和
六
十
三
年
(
一
九
八
八
)
十
月
十
七
日
鹿
児
島
県
枕
崎
市
に
上
陸
し
た
日
が
も
っ
と

も
遅
い
。
昭
和
二
十
一
年
こ
九
四
六
)
か
ら
平
成
六
年
(
一
九
九
四
)
ま
で
の
間
で
全
上
陸
回
数
一
五
七
回
の
う
ち
十
一

月
は
二
回
で
十
二
月
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
統
計
的
に
い
え
ば
十
一
月
末
の
台
風
が
九
州
北
部
に
上
陸
す
る
可
能
性
は
な
い
。

気
象
か
ら
み
れ
ば
荒
川
説
は
首
肯
さ
れ
る
。

か
ん
ち
ゅ
う
き

し
か
し
な
が
ら
荒
川
の
見
解
は
『
勘
仲
記
』
の
「
逆
風
」
記
載
、
『
高
麗
史
節
要
』
の
「
大
風
雨
」
記
載
を
根
拠
と
す

る
当
時
の
歴
史
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
荒
川
説
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
博

多
湾
内
で
は
な
く
、
自
主
的
撤
退
の
さ
な
か
に
海
上
で
嵐
に
あ
っ
た
と
み
る
見
解
を
支
持
す
る
研
究
者
は
次
第
に
増
え
て

い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
自
主
的
な
撤
退
説
の
側
で
は
、
モ
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神
風
の
初
見
史
料
で
、
文
永
の
役
翌
年
の
も
の
に
な
る
。
い
さ
さ
か
早
す
ぎ
る
感
も
あ
る
し
、
編
纂
物
中
の
史
料
だ
が
、

薩
摩
天
満
宮
・
国
分
寺
の
よ
う
な
宗
教
関
係
者
か
ら
神
風
思
想
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
く
は
な
い
。
や
は
り
嵐

は
吹
い
て
、
文
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の
役
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定
づ
け
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
史
料
は
同
時
代
史
料
で
あ
る
『
勘
仲
記
』
の
「
逆
風
」
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載
で
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が
、
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は
後
述
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た
い
。
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、
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が
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か
っ
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と
す
る
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に
も
、
検
討
の
余
地
の
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る
こ
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が
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る
。
と
こ
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で
台
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シ
ー
ズ
ン
以
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に
嵐
は
な
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の
だ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
。
嵐
は
吹
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。
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達
し
た
低
気
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や
寒
冷

前
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の
通
過
に
と
も
な
う
突
風
が
そ
れ
で
、
台
風
並
み
の
風
が
吹
く
。
晩
秋
、
初
冬
に
風
雨
・
波
浪
警
報
が
で
る
こ
と
は

そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
は
な
い
。
十
一
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の
末
な
ら
ば
、
寒
冷
前
線
通
過
に
と
も
な
う
嵐
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

も
し
こ
の
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え
が
正
し
け
れ
ば
、
「
文
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の
役
」
像
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か
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り
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っ
て
く
る
。
ま
ず
前
線
通
過
の
あ
と
は
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の
気

圧
配
置
に
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っ
て
、
北
西
の
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が
吹
く
。
当
時
の
航
海
技
術
で
は
風
上
に
向
か
っ
て
帆
船
が
進
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

冬
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の
気
候
配
置
が
ゆ
る
む
ま
で
は
、
北
西
の
方
向
つ
ま
り
博
多
か
ら
壱
岐
や
対
馬
、
そ
し
て
朝
鮮
に
向
け
て
出
発
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
翌
朝
た
だ
ち
に
壱
岐
に
出
発
す
る
こ
と
な
ど
、
あ
り
え
な
い
。
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の
嵐
は
冬
将
軍
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
で
も
あ
る
。
以
後
、
冬
型
気
圧
配
置
は
強
ま
る
一
方
だ
っ
た
。
蒙
古
・
高
麗

軍
に
と
っ
て
日
本
に
留
ま
る
こ
と
は
、
に
東
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が
吹
く
ま
で
は
故
国
に
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れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
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味
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て
い
た
。

春
三
月
(
西
暦
)

冬の嵐とは何か
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て
表
1
は
文
永
の
役
に
関
わ
る
主
な
史
料
を
一
覧
に
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
事
件
を
復
原
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
文
永
の
役
に
関
す
る
史
料
は
限
ら
れ
た
も
の
し
か
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
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れ
た
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で
、
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の
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も
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に
な
る
。
い
さ
さ
か
早
す
ぎ
る
感
も
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し
、
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物
中
の
史
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だ
が
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薩
摩
天
満
宮
・
国
分
寺
の
よ
う
な
宗
教
関
係
者
か
ら
神
風
思
想
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
く
は
な
い
。
や
は
り
嵐

は
吹
い
て
、
文
永
の
役
を
決
定
づ
け
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
史
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は
同
時
代
史
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で
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る
『
勘
仲
記
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の
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逆
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記
載
で
あ
る
が
、
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れ
に
つ
い
て
は
後
述
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た
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の
記
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に
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て
、
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が
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っ
た
と
す
る
荒
川
説
に
も
、
検
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の
余
地
の
あ
る
こ
と
が
わ
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る
。
と
こ

ろ
で
台
風
シ
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ズ
ン
以
外
に
嵐
は
な
い
の
だ
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う
か
。
む
ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
。
嵐
は
吹
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発
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低
気
圧
や
寒
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前
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の
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に
と
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突
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が
そ
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で
、
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の
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。
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、
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・
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が
で
る
こ
と
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ど
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は
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、
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前
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に
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嵐
が
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ず
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と
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る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
か
れ
た
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関東評定伝 帝王編年記 国分寺文書(建治元) 有浦文書(弘安二)

十月五日対馬にて (10/17京)三日
少弐代富士馬充敗死

(10/28)飛脚壱岐

島被打取

(下記参照)

十月二十四日大宰

府にて合戦、異賊敗

オヒ (下記参照)

(下記参照)

(11/6)飛脚、去月 神風荒吹、異賊失

二十日合戦してー 命、棄船或沈海底、

般抑留ほか追い返 或寄以浦

す

十一月二十四日陣

疋 佐志一族戦死(場

所日時不明)

鎌倉遺文16-12163鎌倉遺文18-13731

*W吉続記』については本文参照。

史
料
と
な
る
と
、
『
勘
仲
記
』

の
簡
単
な
記
事
の
み
で
、
他
は

数
年
後
の
散
発
的
な
文
書
史
料

が
二
、
三
点
で
あ
る
。
比
較
的

叙
述
量
の
豊
か
な
史
料
は
数
十

年
後
に
書
か
れ
た
記
録
、
絵
巻

で
あ
る
。
し
か
し
従
来
の
研
究

は
こ
れ
ら
の
史
料
の
も
つ
特
質

を
吟
味
す
る
こ
と
な
く
、
事
件

を
論
じ
て
き
た
。
そ
こ
に
大
き

な
問
題
が
あ
る
。
本
章
は
そ
の

点
の
再
確
認
を
行
う
も
の
で
あ

る
が
、
考
察
に
先
立
ち
、
合
戦

の
概
要
を
文
献
以
外
の
諸
要
素

(
遺
跡
・
地
形

・
気
象
)
も
勘
案

し
つ
つ
、
素
描
し
よ
う
。
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文永の役に関する史料

高麗史節要 季長絵詞 八幡愚童訓 勘 イ中 記

対馬攻略 十月五日 (10/22)十三 日

の少弐代官合戦

(博多の情報)

壱岐攻略 十一日 十月十四日

十月二十日 。日にちを欠 十月二十日赤 十一(ママ)月二

の合戦 く 坂・鳥飼浜 十日

。場所の記事 赤坂松原に蒙古

なし 陣、下りに逃げ

る

大宰府合戦 一人モ無逗者、

水木城へ退却

箱崎 鳥居前通過 炎上、神体は宇 (下欄参照)

美上山極楽寺へ

姿消える 0翌朝、鹿島に
一般捕獲

暴風 会夜大風雨 ×前夜雨、神宮 (1l/6)去頃、海

の衣類が濡れる 上の数万腰、逆

風吹来りて、本

国に吹き帰す

廃朝 (1l/14)炎上に

より廃朝

備考 。は記事の所在を示す ×は関連記事

表 1

史
跡
元
冠
防
塁
か
ら

蒙
古
軍
が
ど
こ
に
上
陸
し
、

ど
の
方
面
か
ら
攻
め
て
き
た
の

か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、

明
確
な
史
料
は
な
い
。
文
永
の

役
終
了
直
後
に
築
造
が
開
始
さ

れ
た
石
築
地
は
、
彼
ら
が
上
陸

し
た
場
所
、
そ
し
て
上
陸
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
所
に
築
か
れ

た
。
石
築
地
は
い
ま
博
多
湾
岸

に
多
数
残
っ
て
お
り
、
良
好
に

げ
ん
こ
う
ぼ
う

残
存
す
る
も
の
は
史
跡
元
冠
防

塁
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

史
跡
指
定
地
以
外
に
も
博
多
で

は
旧
奈
良
屋
小
学
校
か
ら
、
百

ち道
で
は
西
南
学
院
大
学
構
内
か

ら
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
防
塁

(
石
築
地
)
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
石
築
地
を
観
察
す
れ
ば
当
時
の
戦
法
、
な
ら
び
に
蒙
古
軍
が
文
永
の
役
に
と
っ
た
行
動
が
推
察
で
き
る
。
石
築
地
は

す
ぺ
て
砂
浜
・
長
浜
に
あ
っ
て
、
磯
に
は
築
か
れ
て
い
な
い
。
遠
洋
航
海
を
し
て
き
た
大
型
船
は
直
接
、
接
岸
で
き
な
い

の
で
、
小
型
の
上
陸
船
(
は
し
け
)
で
着
岸
・
上
陸
し
た
。
蒙
古
兵
は
一
挙
に
大
軍
が
上
陸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

隻
ず
つ
順
番
に
上
陸
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
適
所
は
大
量
な
人
員
の
上
陸
が
可
能
な
広
い
浜
だ
け
だ
っ
た
。
も

と
も
と
船
は
岩
礁
地
帯
(
磯
)
に
接
岸
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
磯
で
は
人
間
は
行
動
で
き
る
が
、
馬
の
行
動
は
制
約
さ

れ
る
。
蒙
古
軍
に
騎
馬
隊
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
「
竹
崎
季
長
絵
詞
」
が
描
く
蒙
古
軍
団
の
な
か
に
、
騎
馬
の
蒙
古
兵
が

い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
(
図
l
参
照
)
。
騎
馬
軍
団
た
る
蒙
古
軍
が
磯
に
着
岸
す
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。

さ
て
鎌
倉
幕
府
は
博
多
湾
内
の
南
岸
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
長
浜
に
石
築
地
を
作
っ
た
。
博
多
湾
外
、
玄

界
灘
の
外
洋
に
面
し
て
は
、
唯
一
、
今
津
長
浜
に
こ
れ
を
築
い
た
。
対
馬
壱
岐
方
面
か
ら
博
多
を
攻
撃
す
る
場
合
、
ま
ず

北
西
の
浜
に
来
着
す
る
。

文
永
の
役
に
も
蒙
古
軍
は
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
上
陸
し
た
か
、
し
よ
う
と
し
た
。
二
度
目
の
来
襲
を
警
戒
し
た
幕
府
は

そ
の
強
敵
を
海
辺
で
防
ご
う
と
し
た
。
防
塁
に
依
拠
し
て
の
水
際
作
戦
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
う
し
た
戦
法
を
と
っ
た
の
か
。

お
よ
そ
二
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
石
築
地
の
高
さ
は
馬
の
上
陸
を
阻
む
。
何
よ
り
も
馬
を
上
陸
さ
せ
な
い
こ
と
こ
そ
に
、
主
目

的
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
蒙
古
は
騎
馬
民
族
で
、
乗
馬
戦
を
も
っ
と
も
得
意
と
し
た
。
馬
は
た
と
え
る
な
ら
ば
重
戦
車
な

み
の
威
力
を
持
っ
た
。
騎
馬
武
者
と
徒
歩
の
侍
が
対
決
し
た
場
合
、
か
な
ら
ず
馬
の
な
い
側
が
敗
れ
る
。
突
進
す
る
馬
に

対
し
人
は
逃
げ
る
の
で
あ
る
。

事
例
は
無
数
に
あ
る
だ
ろ
う
。
馬
を
操
れ
な
か
っ
た
イ
ン
カ
帝
国
正
規
軍
は
わ
ず
か
な
ス
ペ
イ
ン
人
の
騎
馬
隊
に
敗
れ

た
と
い
わ
れ
る
。
鎌
倉
武
士
も
な
に
よ
り
馬
を
重
視
し
て
い
た
。
鉢
の
木
物
語
の
佐
野
常
世
だ
け
で
は
な
い
。
南
北
朝
の
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た
磯
で
は
人
間
は
行
動
で
き
る
が
、
馬
の
行
動
は
制
約
さ

れ
る
。
蒙
古
軍
に
騎
馬
隊
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
「
竹
崎
季
長
絵
詞
」
が
描
く
蒙
古
軍
団
の
な
か
に
、
騎
馬
の
蒙
古
兵
が

い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
(
図
l
参
照
)
。
騎
馬
軍
団
た
る
蒙
古
軍
が
磯
に
着
岸
す
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。

さ
て
鎌
倉
幕
府
は
博
多
湾
内
の
南
岸
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
長
浜
に
石
築
地
を
作
っ
た
。
博
多
湾
外
、
玄

界
灘
の
外
洋
に
面
し
て
は
、
唯
一
、
今
津
長
浜
に
こ
れ
を
築
い
た
。
対
馬
壱
岐
方
面
か
ら
博
多
を
攻
撃
す
る
場
合
、
ま
ず

北
西
の
浜
に
来
着
す
る
。

文
永
の
役
に
も
蒙
古
軍
は
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
上
陸
し
た
か
、
し
よ
う
と
し
た
。
二
度
目
の
来
襲
を
警
戒
し
た
幕
府
は

そ
の
強
敵
を
海
辺
で
防
ご
う
と
し
た
。
防
塁
に
依
拠
し
て
の
水
際
作
戦
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
う
し
た
戦
法
を
と
っ
た
の
か
。

お
よ
そ
二
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
石
築
地
の
高
さ
は
馬
の
上
陸
を
阻
む
。
何
よ
り
も
馬
を
上
陸
さ
せ
な
い
こ
と
こ
そ
に
、
主
目

的
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
蒙
古
は
騎
馬
民
族
で
、
乗
馬
戦
を
も
っ
と
も
得
意
と
し
た
。
馬
は
た
と
え
る
な
ら
ば
重
戦
車
な

み
の
威
力
を
持
っ
た
。
騎
馬
武
者
と
徒
歩
の
侍
が
対
決
し
た
場
合
、
か
な
ら
ず
馬
の
な
い
側
が
敗
れ
る
。
突
進
す
る
馬
に

対
し
人
は
逃
げ
る
の
で
あ
る
。

事
例
は
無
数
に
あ
る
だ
ろ
う
。
馬
を
操
れ
な
か
っ
た
イ
ン
カ
帝
国
正
規
軍
は
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ず
か
な
ス
ペ
イ
ン
人
の
騎
馬
隊
に
敗
れ

た
と
い
わ
れ
る
。
鎌
倉
武
士
も
な
に
よ
り
馬
を
重
視
し
て
い
た
。
鉢
の
木
物
語
の
佐
野
常
世
だ
け
で
は
な
い
。
南
北
朝
の
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内
乱
に
、
武
蔵
武
士
、
山
内
経
之
は
合
戦
に
馬
を
失
い
、
「
鞍
具
足
を
送
れ
、
鞍
が
な
け
れ
ば
徒
歩
に
て
馬
を
つ
れ
て
き

て
ほ
し
い
」
と
切
実
に
訴
え
た
。
だ
が
馬
は
こ
ず
、
あ
え
な
く
戦
死
し
た
。
馬
を
失
え
ば
敗
戦
で
あ
り
命
も
失
う
の
で
あ

る

(
〈暦
応
二
年
〉
十
月
十
六
日
書
状
・
高
幡
不
動
・
不
動
明
王
胎
内
文
書
、
『
日
野
市
史
史
料
集
』
)
。

馬
さ
え
上
陸
さ
せ
な
げ
れ
ば
、
い
か
に
蒙
古
兵
と
い
え
ど
も
く
み
し
や
す
い
。
外
国
か
ら
の
騎
馬
隊
に
は
水
際
作
戦
が

な
に
よ
り
有
効
だ
っ
た
。
石
築
地
は
ま
さ
し
く
万
里
の
長
城
と
同
じ
発
想
か
ら
作
ら
れ
た
。
馬
が
越
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
石
の
壁
を
作
り
、
そ
こ
を
守
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
漢
民
族
が
遊
牧
民
族
の
馬
を
領
土
内
に
入
れ
さ
せ
ま
い
と
し

た
よ
う
に
、
鎌
倉
幕
府
も
馬
だ
げ
は
入
れ

社
)
さ
せ
ま
い
と
し
た
。
逆
に
い
え
ば
、
文
永

択
一
一
の
役
で
は
蒙
古
軍
は
た
や
す
く
浜
か
ら
上

判

同

時

け

に

ん

攻
踊
陸
し
、
鎮
西
御
家
人
は
採
摘
さ
れ
た
の
だ

出
依
っ
た
。
騎
馬
の
蒙
古
兵
に
日
本
の
騎
馬
武

J

三
わ
れ
附
者
は
多
く
が
立
ち
向
か
え
ず
、
か
な
り
の

蜘

1
被
害
を
出
し
た
。
幕
府
が
延
々
と
石
築
地

坊
織
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か

措
黙
ら
、
文
字
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
を
逆

蒙
鮎
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

図

冬の嵐とは何か

な
お
防
備
は
浜
だ
け
で
は
不
十
分
だ
っ

た
。
河
口
か
ら
干
潟
へ
の
侵
入
が
あ
っ
た
。
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い
る
(
中
村
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』
二
一
巻
一
六
二
二
四
)
。
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箱
崎
東
部
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博
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み
お

か
ら
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入
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防
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通
路
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な
る
湾
(
干

潮
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に
も
河
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干
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礁
す
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の
で
通

れ
な
い
)
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杭
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設
置
す
る
必
要
が
あ
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た
。
中
村
は
小

さ
な
御
家
人
で
あ
っ
た
か
ら
六
本
で
す
ん
だ
が
、
各
地
頭
御

家
人
は
数
十
本
か
ら
百
本
の
乱
杭
を
用
意
し
た
。
臨
戦
下
に

は
乱
杭
が
林
立
し
、
河
口
か
ら
の
侵
入
を
阻
止
し
た
。

(W蒙古襲来絵調j、宮内庁三の丸尚蔵館蔵)

赤
坂
山
、
鳥
飼
浜
と
島
原
山

渡
海
作
戦
で
は
ま
ず
海
岸
壁
構
築
が
常
道
で
あ
る
。
た
や

す
く
は
落
と
さ
れ
な
い
強
固
な
陣
地
を
敵
国
に
築
く
の
で
あ

る
。
遠
征
軍
は
赤
坂
山
占
領
を
目
標
と
し
、
そ
の
前
面
に
陣

を
置
い
た
。
赤
坂
山
は
か
つ
て
古
代
の
迎
賓
館
・
鴻
腫
館
が

お
か
れ
、
の
ち
に
は
黒
田
如
水
・
長
政
親
子
に
よ
っ
て
福
岡

城
が
築
か
れ
た
。
推
定
標
高
約
三
五
メ
ー
ト
ル
、
博
多
に
近
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文永の役ののち石築地が浜に築かれる。馬防であった。

接
す
る
随
一
の
要
害
地
で
あ
る
。
心
臓
部
と
も
い
え
る
。
福

岡
城
築
城
ま
で
は
警
固
社
旧
地
で
あ
り
、
別
当
坊
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
か
ら
、
建
物
・
井
戸
は
完
備
し
て
い
た
。
日
本
側
は

蒙
古
の
作
戦
は
予
想
で
き
た
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
こ
こ
に
障

を
構
え
て
備
え
て
い
た
。
城
・
要
害
を
構
え
て
い
た
と
い
っ

(
異
賊
)

て
も
い
い
だ
ろ
う
。
『
竹
崎
季
長
絵
詞
』
に
「
い
そ
く
あ
か

(

陣

)

(

菊

池

武

一

房

)

(

凶

徒

)

き
か
に
ち
ん
を
と
る
」
「
た
け
ふ
さ
に
、
け
う
と
、
あ
か
さ

か
の
ち
ん
を
か
け
お
と
さ
れ
て
」
と
あ
る
。
こ
の
赤
坂
陣
は

凶
徒
、
蒙
古
側
の
陣
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
れ
は
赤
坂
山
で
は

な
く
赤
坂
松
原
に
置
か
れ
た
攻
撃
用
の
陣
、
つ
ま
り
向
陣
で

あ
ろ
う
。
蒙
古
が
赤
坂
山
を
掌
握
し
て
い
た
の
な
ら
、
た
や

す
く
奪
還
さ
れ
た
り
は
し
ま
い
。
蒙
古
側
の
赤
坂
陣
と
、
日

本
側
の
赤
坂
山
要
害
が
対
峠
す
る
状
況
だ
っ
た
。

『
高
麗
史
節
要
』
に
よ
れ
ば
渡
海
船
は
九

O
O腹
、
兵
士

は
漢
蒙
軍
二
万
五

0
0
0、
我
軍
(
高
麗
軍
)
八

O
O
Oだ

っ
た
。
ほ
か
水
子
ら
が
六
七

O
O人
い
た
。
平
均
す
れ
ば
一

般
に
は
兵
士
三
六
人
程
度
と
船
員
七
、
八
人
が
乗
っ
て
い
た
。

馬
は
兵
三
人
に
一
頭
と
し
て
一
二
頭
乗
っ
て
い
た
。
上
陸
用

9 
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小
艇
を
仮
に
三
隻
積
ん
で
い
た
と
し
て
、
一
隻
六
人
馬
二
頭
と
す
れ
ば
一
度
に
一
般
か
ら
二

O
人
近
く
の
兵
士
が
上
陸
で

き
る
白
蒙
古
軍
と
し
て
は
で
き
る
限
り
多
く
の
艦
船
を
浜
に
近
寄
せ
た
か
っ
た
だ
ろ
う
。

『
竹
崎
季
長
絵
詞
』
に
「
あ
か
さ
か
は
む
ま
の
あ
し
た
ち
わ
ろ
く
(
馬
の
足
立
悪
く
)
候
」
と
あ
る
の
は
、
鳥
飼
浜
(
干

お
お
ほ
り

潟
)
、
今
日
の
大
濠
公
園
(
福
岡
城
の
西
の
外
濠
)
の
前
身
に
当
た
る
干
潟
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
赤
坂
山
西
の
干
潟
に
該

当
し
、
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
草
ケ
江
と
も
よ
ば
れ
た
入
海
だ
っ
た
。

当
時
の
地
形
は
今
日
と
は
相
当
に
異
な
っ
て
い
た
。
図
3
は
福
岡
市
二
五

O
O分
一
図
(
平
成
元
年
測
量
)
記
載
の
各
地

ぴ

ち

け

い

ひ

点
標
高
に
よ
り
作
成
し
た
等
高
線
で
、
微
地
形
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
の
樋
井
川
流
路
は
不
自
然
に
海
岸
砂
丘

(
鳥
飼
砂
丘
、
標
高
六
メ
ー
ト
ル
)
を
断
ち
割
っ
て
お
り
、
人
工
水
路
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
近
世
初
頭
の
樋
井
川

は
慶
長
十
年
(
一
六
O
五
)
作
成
の
「
筑
前
国
絵
図
」
(
『
福
岡
県
史
資
料
』
二
・
一
九
三
三
、
図
4
参
照
)
に
み
る
よ
う
に
、
草
ケ

江
内
湖
を
経
由
し
、
荒
戸
砂
丘
(
標
高
二
、
一
メ
ー
ト
ル
)
を
突
破
し
て
、
直
接
博
多
浜
(
荒
津
浜
)
に
で
て
い
た
と
考
え
ら

(

箆

)

も

も

ち

れ
る
。
西
に
は
祖
原
山
か
ら
つ
づ
く
分
水
嶺
、
北
に
は
百
道
砂
丘
が
あ
っ
た
か
ら
、
東
に
し
か
流
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
寛
文
元
年
(
一
六
六
二
以
前
に
作
成
さ
れ
た
福
岡
城
下
図
(
図
5
)

で
は
洪
水
溢
流
が
「
土
手
切
口
」
か
ら
大
濠

に
流
入
し
て
い
る
。
一
六

O
五
か
ら
六
一
年
の
聞
に
土
木
工
事
が
行
わ
れ
て
、
流
路
が
付
け
替
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
じ

め
て
樋
井
川
は
「
今
川
」
と
よ
ば
れ
た
現
在
の
河
道
を
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
異
常
降
雨
で
は
元
の
流
路
に
戻

っ
た
。
中
世
に
は
慶
長
国
絵
図
の
と
お
り
、
荒
津
山
の
東
に
河
口
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
福
岡
城
城
下
は
二
列
か
ら
な
る
砂
丘
上
に
立
地
す
る
。
そ
の
外
堀
は
大
濠
(
大
堀
)
か
ら
赤
坂
門
に
至
り
、
さ
ら

に
東
に
中
堀
、
佐
賀
堀
(
肥
前
堀
)
を
経
て
那
珂
川
に
ま
で
到
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
佐
賀
堀
は
二
つ
の
砂
丘
間
の
低
地

を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
外
堀
の
西
部
は
樋
井
川
干
潟
の
一
部
で
あ
り
、
東
部
は
那
珂
川
干
潟
の
一
部
、
パ
ッ
ク
マ

l
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る
。
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井
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に
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道
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、
東
に
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流
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こ
と
は
で
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な
か

っ
た
。
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元
年
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以
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下
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で
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が
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大
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に
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潟
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シ
ュ
で
あ
ろ
う
。
中
世
以
前
に
両
者
が
つ
な
が
っ
て
い
た
か
ど
う
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
堀
の
原
型

と
な
る
干
潟
が
存
在
し
た
。

『
季
長
絵
詞
』
に
「
と
り
か
ひ
の
し
ほ
ひ
か
た
」
と
書
か
れ
た
河
口
の
潮
干
潟
は
正
保
三
年
(
一
六
四
六
)
作
成
の
「
福

博
惣
絵
図
」
に
「
塩
や
き
浜
」
と
書
か
れ
た
沼
沢
地
に
ま
で
お
よ
ぶ
広
大
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
「
塩
や
き
浜
」
は
今
で

も
残
る
樋
井
川
の
両
側
、
標
高
一
メ
ー
ト
ル
台
の
低
地
が
該
当
す
る
(
図
3
参
照
)
。
砂
丘
上
の
微
高
地
に
鳥
飼
の
村
が
立

地
し
、
「
鳥
飼
二
郎
船
頭
」
(
張
英
、
年
未
詳
箱
崎
宮
造
営
目
録
・
石
清
水
八
幡
宮
文
書
、
『
宮
崎
宮
史
料
』
所
収
、
『
鎌
倉
遺
文
』
未
収
録
)

の
存
在
か
ら
す
る
と
、
こ
の
内
面
干
潟
に
鳥
飼
津
と
も
よ
ぶ
べ
き
津
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
万
葉
集
に
多
く
歌
わ
れ
た

「
荒
津
」
の
港
は
古
代
以
来
の
良
港
で
あ
っ
た
が
、
樋
井
川
河
口
が
こ
こ
に
開
い
て
い
た
の
な
ら
、
内
海
水
面
に
直
結
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
祖
原
山
の
西
は
、
室
見
川
が
自
然
流
と
し
て
百
道
浜
砂
丘
低
部
を
突
破
し
て
河
口
を
開
い
て

い
た
。博
多
湾
岸
の
津
は
多
く
が
河
口
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図 3 福岡市・樋井川流域微地形地図(I2~13 頁)

福岡市・ 2500分 l地形図・平成元年測量(福岡市役所地下売庖発売)に表記

された各地点標高により作成。道路面は舗装厚だけ実際の地面高より高い。しか

し微地形高低のおよその傾向は読みとりうるO

樋井川両岸には右岸(北)、鳥飼・埴安神社南方あるいは左岸(西)旧中浜町

のように標高 2 メートル以下(1.8~1. 9 メートル)の土地がある。それより北

に鳥飼地行砂丘(標高 4~6 メートル)を経て海に出る。掘割による人為的な水

路で、今川という呼称もこのことに由来する。自然流としての樋井川は内湖干潟

である草ケ江(草香江、大濠公園の原形)に流入し(慶長国絵図、図 4)、それ

よりは荒津山(西公園)南東、標高2.1メートルの砂丘低地より博多湾に流出し

たと考えられる。少雨期に砂丘内河口が閉塞されると、草が江潟湖は拡大した。

黒門川、菰川はともに草ケ江干潟陸化のための人工排水路である。
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図4 慶長国絵図での樋井川流路

荒津山(荒戸山)の東に河口がある。

瞬
時
に
陸
上
に
集
結
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
松
原
に
陣
を

か
ま
え
、
敵
と
対
峠
す
る
問
、
さ

ら
に
後
方
鳥
飼
干
潟
(
草
ケ
江
)

か
ら
も
上
陸
作
戦
を
展
開
し
た
。

ま
た
並
行
し
て
室
見
川
河
口
干
潟

と
隣
接
す
る
百
道
長
浜
か
ら
の
上

陸
を
行
い
、
手
近
な
箆
原
(
祖
原
)

山
に
陣
を
構
え
る
こ
と
に
は
成
功

し
た
。
島
原
山
は
標
高
三
三
・
二

メ
ー
ト
ル
、
赤
坂
山
に
比
べ
れ
ば
、

い
く
ぶ
ん
こ
ぶ
り
で
、
博
多
に
も

遠
く
な
っ
た
が
、
結
果
的
に
こ
こ

が
本
営
と
な
っ
た
。
隣
接
す
る
紅

冬の嵐とは何か

葉
山
(
皿
山
)
も
併
用
し
た
で
あ
ろ
う
。

山
に
さ
え
上
が
れ
ば
下
か
ら
撃
つ
弓
矢
は
届
か
な
い
。
石
も
届
か
な
い
。
上
に
い
れ
ば
弓
矢
の
威
力
は
倍
増
し
、
投
石

が
可
能
だ
っ
た
。
引
力
を
味
方
に
で
き
な
け
れ
ば
、
武
器
の
多
く
が
使
え
ず
、
不
利
に
な
る
。
山
を
争
奪
す
る
の
は
こ
う

し
た
理
由
で
あ
る
。
祖
原
山
を
占
拠
し
た
百
道
浜
上
陸
隊
は
陸
路
か
ら
赤
坂
山
の
南
西
に
向
か
っ
た
。

15 

図4 慶長国絵図での樋井川流路

荒津山(荒戸山)の東に河口がある。

瞬
時
に
陸
上
に
集
結
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
松
原
に
陣
を

か
ま
え
、
敵
と
対
峠
す
る
問
、
さ

ら
に
後
方
鳥
飼
干
潟
(
草
ケ
江
)

か
ら
も
上
陸
作
戦
を
展
開
し
た
。

ま
た
並
行
し
て
室
見
川
河
口
干
潟

と
隣
接
す
る
百
道
長
浜
か
ら
の
上

陸
を
行
い
、
手
近
な
箆
原
(
祖
原
)

山
に
陣
を
構
え
る
こ
と
に
は
成
功

し
た
。
島
原
山
は
標
高
三
三
・
二

メ
ー
ト
ル
、
赤
坂
山
に
比
べ
れ
ば
、

い
く
ぶ
ん
こ
ぶ
り
で
、
博
多
に
も

遠
く
な
っ
た
が
、
結
果
的
に
こ
こ

が
本
営
と
な
っ
た
。
隣
接
す
る
紅

冬の嵐とは何か

葉
山
(
皿
山
)
も
併
用
し
た
で
あ
ろ
う
。

山
に
さ
え
上
が
れ
ば
下
か
ら
撃
つ
弓
矢
は
届
か
な
い
。
石
も
届
か
な
い
。
上
に
い
れ
ば
弓
矢
の
威
力
は
倍
増
し
、
投
石

が
可
能
だ
っ
た
。
引
力
を
味
方
に
で
き
な
け
れ
ば
、
武
器
の
多
く
が
使
え
ず
、
不
利
に
な
る
。
山
を
争
奪
す
る
の
は
こ
う

し
た
理
由
で
あ
る
。
祖
原
山
を
占
拠
し
た
百
道
浜
上
陸
隊
は
陸
路
か
ら
赤
坂
山
の
南
西
に
向
か
っ
た
。

15 

図4 慶長国絵図での樋井川流路

荒津山(荒戸山)の東に河口がある。

瞬
時
に
陸
上
に
集
結
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
松
原
に
陣
を

か
ま
え
、
敵
と
対
峠
す
る
問
、
さ

ら
に
後
方
鳥
飼
干
潟
(
草
ケ
江
)

か
ら
も
上
陸
作
戦
を
展
開
し
た
。

ま
た
並
行
し
て
室
見
川
河
口
干
潟

と
隣
接
す
る
百
道
長
浜
か
ら
の
上

陸
を
行
い
、
手
近
な
箆
原
(
祖
原
)

山
に
陣
を
構
え
る
こ
と
に
は
成
功

し
た
。
島
原
山
は
標
高
三
三
・
二

メ
ー
ト
ル
、
赤
坂
山
に
比
べ
れ
ば
、

い
く
ぶ
ん
こ
ぶ
り
で
、
博
多
に
も

遠
く
な
っ
た
が
、
結
果
的
に
こ
こ

が
本
営
と
な
っ
た
。
隣
接
す
る
紅

冬の嵐とは何か

葉
山
(
皿
山
)
も
併
用
し
た
で
あ
ろ
う
。

山
に
さ
え
上
が
れ
ば
下
か
ら
撃
つ
弓
矢
は
届
か
な
い
。
石
も
届
か
な
い
。
上
に
い
れ
ば
弓
矢
の
威
力
は
倍
増
し
、
投
石

が
可
能
だ
っ
た
。
引
力
を
味
方
に
で
き
な
け
れ
ば
、
武
器
の
多
く
が
使
え
ず
、
不
利
に
な
る
。
山
を
争
奪
す
る
の
は
こ
う

し
た
理
由
で
あ
る
。
祖
原
山
を
占
拠
し
た
百
道
浜
上
陸
隊
は
陸
路
か
ら
赤
坂
山
の
南
西
に
向
か
っ
た
。

15 

図4 慶長国絵図での樋井川流路

荒津山(荒戸山)の東に河口がある。

瞬
時
に
陸
上
に
集
結
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
松
原
に
陣
を

か
ま
え
、
敵
と
対
峠
す
る
問
、
さ

ら
に
後
方
鳥
飼
干
潟
(
草
ケ
江
)

か
ら
も
上
陸
作
戦
を
展
開
し
た
。

ま
た
並
行
し
て
室
見
川
河
口
干
潟

と
隣
接
す
る
百
道
長
浜
か
ら
の
上

陸
を
行
い
、
手
近
な
箆
原
(
祖
原
)

山
に
陣
を
構
え
る
こ
と
に
は
成
功

し
た
。
島
原
山
は
標
高
三
三
・
二

メ
ー
ト
ル
、
赤
坂
山
に
比
べ
れ
ば
、

い
く
ぶ
ん
こ
ぶ
り
で
、
博
多
に
も

遠
く
な
っ
た
が
、
結
果
的
に
こ
こ

が
本
営
と
な
っ
た
。
隣
接
す
る
紅

冬の嵐とは何か

葉
山
(
皿
山
)
も
併
用
し
た
で
あ
ろ
う
。

山
に
さ
え
上
が
れ
ば
下
か
ら
撃
つ
弓
矢
は
届
か
な
い
。
石
も
届
か
な
い
。
上
に
い
れ
ば
弓
矢
の
威
力
は
倍
増
し
、
投
石

が
可
能
だ
っ
た
。
引
力
を
味
方
に
で
き
な
け
れ
ば
、
武
器
の
多
く
が
使
え
ず
、
不
利
に
な
る
。
山
を
争
奪
す
る
の
は
こ
う

し
た
理
由
で
あ
る
。
祖
原
山
を
占
拠
し
た
百
道
浜
上
陸
隊
は
陸
路
か
ら
赤
坂
山
の
南
西
に
向
か
っ
た
。

15 



寛文元年(1661)に築かれた荒戸防波堤が書かれていないので、それ以前の作成と考

えられる絵図、樋井川の土手切口がみえる。覧永十二年(1635)の台風の可能性が考

えられる(本書145、159頁参照)。
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図5 福岡城下之絵図 (九州大学九州文化史研究施設蔵)

①此うてみ埋申候 ②土手切口 ③江戸江被得御意相済埋申候由
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狭
小
地
で
赤
坂
山
に
対
陣
し
て
い
た
蒙
古
軍
は
、
昼
、
満
潮
と
な
っ
た
樋
井
川
河
口
(
鳥
飼
干
潟
)

潟
は
潮
に
満
ち
て
、
地
理
・
地
形
に
暗
い
遠
征
軍
を
苦
戦
に
追
い
や
っ
た
。

「
高
麗
史
節
要
」
に
よ
れ
ば
「
左
副
元
帥
劉
復
亨
」
す
な
わ
ち
遠
征
元
軍
の
う
ち
、
左
軍
の
副
司
令
官
、
ナ
ン
バ
ー

2

で
あ
る
重
要
人
物
が
流
れ
矢
に
当
た
っ
た
。
日
本
の
矢
は
遠
矢
で
も
六

0
メ
ー
ト
ル
程
度
が
有
効
射
程
距
離
で
あ
る
。
そ

の
程
度
し
か
飛
ば
な
い
。
そ
の
距
離
の
内
側
に
日
本
軍
は
肉
薄
し
た
。
蒙
古
軍
の
陣
形
は
乱
れ
、
崩
れ
た
。
重
傷
を
負
っ

た
劉
復
亨
は
船
に
運
ば
れ
た
。
日
本
側
に
は
多
大
な
犠
牲
者
も
で
た
が
、
そ
れ
で
も
初
戦
は
蒙
古
軍
の
事
実
上
の
敗
北
で

あ
る
。

に
退
路
を
失
う
。
干

遠
征
軍
が
考
え
た
勝
利
の
道
筋
は
強
固
な
海
岸
壁
の
構
築
、
日
本
軍
の
速
や
か
な
降
参
・
退
散
、
そ
し
て
占
領
地
の
植

民
地
支
配
で
あ
る
。
こ
の
目
論
見
は
も
ろ
く
も
崩
れ
去
っ
た
。
日
本
軍
の
抵
抗
は
強
く
、
蒙
古
は
赤
坂
山
の
占
領
に
失
敗

し
た
の
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
選
択
肢
は
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
一
つ
は
春
、
東
風
が
吹
く
ま
で
日
本
で
占
領
地
獲
得
・
確

保
・
拡
大
を
め
ざ
し
、
戦
い
つ
づ
け
る
。
も
う
一
つ
は
本
格
的
な
冬
到
来
の
前
に
玄
界
灘
を
乗
り
切
っ
て
本
国
に
戻
り
つ

く
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
選
択
は
兵
姑
(
食
料
、
兵
具
)
の
補
給
を
欠
く
ま
ま
に
四
ヶ
月
、
戦
い
つ
づ
け
る
こ
と
を
意
味
し
、

裏
返
し
と
し
て
四
万
兵
士
全
滅
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
。

『
高
麗
史
節
要
』
に
高
麗
三
翼
軍
(
左
・
中
・
右
)
の
う
ち
中
軍
の
将
、
金
方
慶
の
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
は

孟
明
が
船
を
焼
き
、
准
陰
が
背
水
で
戦
っ
た
故
実
を
引
き
つ
つ
、
「
請
復
決
戦
」
、
す
な
わ
ち
再
度
の
戦
い
を
主
張
し
た
。

こ
れ
は
前
者
の
選
択
肢
で
あ
る
。
し
か
し
最
高
司
令
官
で
あ
る
元
都
元
帥
忽
敦
は
「
小
敵
之
堅
、
大
敵
之
檎
、
策
一
一
疲

兵
一
戦
一
一
大
敵
」
非
一
一
完
計
一
也
」
、
小
さ
い
敵
で
も
守
り
が
堅
け
れ
ば
、
大
き
な
敵
の
術
中
に
は
ま
る
。
疲
れ
た
兵
を
し
て

大
き
な
敵
と
戦
う
こ
と
は
よ
い
計
略
で
は
な
い
、
と
し
て
撤
退
を
決
定
し
た
。
後
者
の
選
択
肢
で
あ
る
。
こ
の
発
言
は
季

冬の嵐とは何か19 
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抗
は
強
く
、
蒙
古
は
赤
坂
山
の
占
領
に
失
敗

し
た
の
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
選
択
肢
は
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
一
つ
は
春
、
東
風
が
吹
く
ま
で
日
本
で
占
領
地
獲
得
・
確

保
・
拡
大
を
め
ざ
し
、
戦
い
つ
づ
け
る
。
も
う
一
つ
は
本
格
的
な
冬
到
来
の
前
に
玄
界
灘
を
乗
り
切
っ
て
本
国
に
戻
り
つ

く
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
選
択
は
兵
姑
(
食
料
、
兵
具
)
の
補
給
を
欠
く
ま
ま
に
四
ヶ
月
、
戦
い
つ
づ
け
る
こ
と
を
意
味
し
、

裏
返
し
と
し
て
四
万
兵
士
全
滅
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
。

『
高
麗
史
節
要
』
に
高
麗
三
翼
軍
(
左
・
中
・
右
)
の
う
ち
中
軍
の
将
、
金
方
慶
の
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
は

孟
明
が
船
を
焼
き
、
准
陰
が
背
水
で
戦
っ
た
故
実
を
引
き
つ
つ
、
「
請
復
決
戦
」
、
す
な
わ
ち
再
度
の
戦
い
を
主
張
し
た
。

こ
れ
は
前
者
の
選
択
肢
で
あ
る
。
し
か
し
最
高
司
令
官
で
あ
る
元
都
元
帥
忽
敦
は
「
小
敵
之
堅
、
大
敵
之
檎
、
策
一
一
疲

兵
一
戦
一
一
大
敵
」
非
一
一
完
計
一
也
」
、
小
さ
い
敵
で
も
守
り
が
堅
け
れ
ば
、
大
き
な
敵
の
術
中
に
は
ま
る
。
疲
れ
た
兵
を
し
て

大
き
な
敵
と
戦
う
こ
と
は
よ
い
計
略
で
は
な
い
、
と
し
て
撤
退
を
決
定
し
た
。
後
者
の
選
択
肢
で
あ
る
。
こ
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節
風
と
航
海
技
術
の
問
題
を
背
景
に
置
け
ば
、
き
わ
め
て
理
解
し
や
す
い
。
冬
に
は
日
本
海
の
交
通
は
遮
断
さ
れ
る
。
そ

れ
ま
で
に
戦
っ
た
の
は
前
線
の
兵
(
小
敵
、
九
州
勢
)
で
、
う
し
ろ
に
は
大
敵
(
鎌
倉
幕
府
、
関
東
武
士
)
も
い
る
。

本
に
い
れ
ば
、
限
り
な
く
玉
砕
に
近
づ
い
た
。

長
く
日

『
八
幡
愚
童
訓
』

は
実
録
に
あ
ら
ず
1

i

中
山
平
次
郎
ら
の
原
点
に
返
れ

気
象
・
地
理
・
遺
跡
の
状
況
か
ら
は
上
記
の
よ
う
に
想
定
で
き
る
。
こ
れ
は
通
説
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
と
く

に
気
象
に
関
す
る
部
分
は
通
説
と
は
か
け
離
れ
よ
う
。
な
ぜ
か
。
十
月
二
十
一
日
朝
、
蒙
古
軍
は
博
多
湾
内
か
ら
完
全
に

姿
を
消
し
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
通
説
が
描
い
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
、

こ
う
し
た
場
景
を
叙
述
し
な
か
っ
た
も
の
は
な
い
。
し
か
し
文
永
の
役
に
つ
い
て
語
る
史
料
の
な
か
で
、
そ
の
こ
と
を
記

は
ち
ま
ん
マ
ど
う
く
ん

し
た
も
の
は
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
み
で
あ
る
。
『
勘
仲
記
』
に
も
一
見
類
似
す
る
記
述
は
あ
る
け
れ
ど
、
ま
ず
は
前
者
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、
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れ
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・
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の
必
要
上
で
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さ
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も
の
で
あ
る
。
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ま
で

こ
そ
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史
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の
ご
と
く
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が
、
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史
を
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い
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と
、
当
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』
に
つ
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は
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わ
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低
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価
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は
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強
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。
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が
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献
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。
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。
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佐
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『
八
幡
愚
童
訓
』
に
つ
い
て
は
き
わ

め
て
低
い
評
価
し
か
な
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て
い
な
か
っ
た
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初
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の
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一
九
二
ニ
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講
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会
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開
催
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が
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う
ろ
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ん
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一
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ら
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い
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。

(
7
)

み
ず
き

当
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「
歴
史
地
理
』
『
考
古
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雑
誌
』
の
常
連
投
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者
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た
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し
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早
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し
か
の
し
ま

朝
す
ぐ
に
敵
情
の
変
化
を
察
知
し
た
と
い
う
こ
と
と
は
矛
盾
し
な
い
か
。
そ
し
て
ま
も
な
く
し
て
志
賀
島
に
漂
着
す
る
敵

船
を
全
捕
し
た
と
い
う
記
述
と
も
あ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
疑
問
を
提
起
し
て
い
る
(
二
二
頁
)
。
至
極
当
然
の
疑

問
で
、
な
ぜ
以
後
不
問
に
付
さ
れ
た
の
か
、
ふ
し
ぎ
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
清
日
露
両
戦
争
の
経
験
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
一
度

の
上
陸
は
近
代
戦
で
の
敵
攻
撃
の
な
い
状
態
で
さ
え
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
一
万
人
が
限
度
で
あ
り
、
三
万
か
ら
な
る
蒙
古

兵
の
場
合
、
上
陸
に
も
乗
船
に
も
数
日
を
要
し
た
は
ず
だ
と
し
て
い
る
(
三
二
頁
)
。
当
時
の
上
陸
用
小
艇
は
手
こ
ぎ
で
の

往
復
を
強
い
ら
れ
た
。
上
陸
時
に
は
日
本
軍
は
布
陣
し
て
待
ち
か
ま
え
、
帰
船
時
に
は
後
方
か
ら
矢
を
射
か
け
て
く
る
0

時
間
も
労
力
も
相
当
に
か
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
竹
内
の
指
摘
は
無
視
で
き
な
い
。

八
幡
宮
に
と
っ
て
は
箱
崎
宮
焼
失
と
い
う
権
威
失
墜
は
あ
っ
た
が
、
わ
ず
か
な
損
失
を
補
っ
て
十
二
分
に
あ
ま
り
あ
る

傍
倖
だ
っ
た
。
八
幡
信
仰
の
宣
伝
、
神
威
の
高
揚
の
た
め
に
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
は
や
く
か
ら
関
係
資
料
の
収
集
が
進

め
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
い
や
が
お
う
に
も
八
幡
神
は
尊
崇
さ
れ
る
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
自
ず
と
情
報
が
集
ま
っ
て
き

い
わ
し
み
ず

た
。
石
清
水
八
幡
宮
の
も
と
に
は
多
く
の
正
確
な
記
録
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
よ
っ
て
そ
の
記
述
に
は
一
定
の
史
実
も
含

ま
れ
て
い
よ
う
。
し
か
し
そ
の
こ
と
と
叙
述
の
内
容
が
す
べ
て
実
録
と
い
う
に
た
り
う
る
の
か
は
別
問
題
で
、
『
八
幡
愚

童
訓
』
執
筆
・
叙
述
の
意
図
を
ま
ず
は
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
八
幡
愚
童
訓
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

既
ニ
武
力
尽
果
テ
、
若
干
ノ
大
勢
逃
失
ヌ
、
今
ハ
角
ト
見
ヘ
シ
時
、
夜
中
ニ
白
張
装
束
ノ
三
千
(
*
十
)
人
計
、
宮

崎
ノ
宮
ヨ
リ
出
テ
、
箭
鋒
ヲ
整
テ
射
ケ
ル
|
|

ひ
か

日
本
ノ
軍
兵
一
騎
ナ
リ
共
引
ヘ
タ
リ
シ
カ
パ
、
大
菩
薩
ノ
御
戦
ト
ハ
不
謂
シ
テ
、
我
レ
高
名
シ
テ
追
帰
シ
タ
リ
ト
申

シ
ナ
マ
シ
。
無
一
二
人
一
落
失
テ
後
、
多
ノ
異
賊
怖
恐
テ
逃
シ
カ
バ
、
神
軍
ノ
威
勢
厳
重
ニ
シ
テ
不
思
議
弥
顕
レ
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ル
|
|

ひ
か

日
本
ノ
軍
兵
一
騎
ナ
リ
共
引
ヘ
タ
リ
シ
カ
パ
、
大
菩
薩
ノ
御
戦
ト
ハ
不
謂
シ
テ
、
我
レ
高
名
シ
テ
追
帰
シ
タ
リ
ト
申

シ
ナ
マ
シ
。
無
一
二
人
一
落
失
テ
後
、
多
ノ
異
賊
怖
恐
テ
逃
シ
カ
バ
、
神
軍
ノ
威
勢
厳
重
ニ
シ
テ
不
思
議
弥
顕
レ
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し
か
の
し
ま
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ぐ
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化
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と
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蒙
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合
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る
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く
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0
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摘
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損
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収
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。
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史
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叙
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給
ヒ
ケ
リ

日
本
の
兵
は
戦
わ
な
か
っ
た
口
み
な
逃
げ
て
い
な
か
っ
た
な
か
を
、
唯
一
戦
っ
た
の
は
、
夜
中
に
白
衣
で
出
現
し
た
神

仏
、
八
幡
大
菩
薩
だ
け
で
あ
る
。
異
賊
は
神
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
の
だ
。
対
馬
の
兵
も
壱
岐
の
兵
も
無
惨
に
全
滅
し
た
こ

と
、
少
弐
の
御
曹
司
が
名
乗
り
を
上
げ
て
噺
笑
さ
れ
た
こ
と
、
日
本
兵
が
鉄
砲
に
目
が
舷
ん
で
怖
じ
た
こ
と
、
な
ど
な
ど

よ
'
つ
ご
う

も
終
始
こ
の
文
脈
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
唯
一
八
幡
大
菩
薩
の
「
御
影
向
」
た
る
鳩
が
旗
の
上
に
舞
っ
た
少
弐
景
資
は
敵

の
大
男
を
射
た
。
の
ち
に
捕
虜
と
な
っ
た
蒙
古
兵
に
尋
ね
「
大
将
軍
流
将
公
」
と
わ
か
っ
た
。
「
流
将
公
」
こ
そ
「
劉
復

亨
」
で
あ
る
と
し
て
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
史
料
的
価
値
を
高
め
る
と
い
う
が
、
そ
う
し
た
情
報
は
確
か
に
織
り
込
ま
れ
て

い
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
戦
っ
た
の
は
八
幡
大
菩
薩
の
化
身
た
る
「
鳩
」
と
な
っ
て
い
る
。
菊
池
二
ニ

O
騎
、
佑
間
(
詫

摩
)
一

O
O騎
、
あ
わ
せ
て
二
三

O
騎
の
場
合
も
家
子
郎
党
は
多
く
討
た
れ
た
が
、
大
菩
薩
を
祈
念
し
た
菊
池
二
郎
(
武

房
)
だ
け
は
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
て
、
城
に
戻
り
高
名
を
得
た
(
*
城
と
は
先
の
「
赤
坂
山
」
城
・
つ
ま
り
の
ち
の
福
岡
城
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
)
。
関
東
か
ら
下
賜
さ
れ
た
甲
胃
を
、
菊
池
は
ま
っ
さ
き
に
当
社
八
幡
宮
に
奉
納
し
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
『
八
幡
愚
童
訓
』
だ
け
が
夜
中
の
嵐
に
ふ
れ
て
い
な
い
理
由
も
よ
く
わ
か
る
。
兵
が
水
城
に
引
き
上

げ
た
あ
と
、
夜
中
に
白
衣
の
神
兵
が
矢
を
射
か
け
て
敵
を
逐
っ
た
。
嵐
が
登
場
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し

い
け
ど
ら
れ

か
し
嵐
を
八
幡
神
に
仮
託
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
「
生
虜
シ
日
本
人
ノ
帰
ト
、
蒙
古
ノ
生
虜
タ
ル
ト
ガ
一
同
ニ
申
セ

バ
、
更
不
可
有
疑
」
と
叙
述
の
裏
付
け
に
ま
で
ふ
れ
て
い
る
が
、
誰
も
い
な
い
場
面
で
の
事
件
と
な
る
。
誰
も
い
な
け
れ

ば
証
人
も
い
な
い
。
蒙
古
軍
側
の
日
本
人
捕
虜
や
蒙
古
兵
の
捕
虜
た
ち
が
証
言
し
た
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
ず
い
ぶ
ん
な

配
慮
だ
が
、
史
実
と
は
一
致
し
な
い
。

中
山
平
次
郎
は
『
八
幡
愚
童
訓
」

に
つ
い
て
、

「
浅
薄
な
る
曲
筆
」
(
一
五
一
頁
)
、

「
頭
脳
を
欠
き
た
る
記
述
」
(
一
六
四

『八幡愚童訓』は実録にあらず23 
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っ
た
蒙
古
兵
に
尋
ね
「
大
将
軍
流
将
公
」
と
わ
か
っ
た
。
「
流
将
公
」
こ
そ
「
劉
復

亨
」
で
あ
る
と
し
て
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
史
料
的
価
値
を
高
め
る
と
い
う
が
、
そ
う
し
た
情
報
は
確
か
に
織
り
込
ま
れ
て

い
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
戦
っ
た
の
は
八
幡
大
菩
薩
の
化
身
た
る
「
鳩
」
と
な
っ
て
い
る
。
菊
池
二
ニ

O
騎
、
佑
間
(
詫

摩
)
一

O
O騎
、
あ
わ
せ
て
二
三

O
騎
の
場
合
も
家
子
郎
党
は
多
く
討
た
れ
た
が
、
大
菩
薩
を
祈
念
し
た
菊
池
二
郎
(
武

房
)
だ
け
は
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
て
、
城
に
戻
り
高
名
を
得
た
(
*
城
と
は
先
の
「
赤
坂
山
」
城
・
つ
ま
り
の
ち
の
福
岡
城
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
)
。
関
東
か
ら
下
賜
さ
れ
た
甲
胃
を
、
菊
池
は
ま
っ
さ
き
に
当
社
八
幡
宮
に
奉
納
し
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
『
八
幡
愚
童
訓
』
だ
け
が
夜
中
の
嵐
に
ふ
れ
て
い
な
い
理
由
も
よ
く
わ
か
る
。
兵
が
水
城
に
引
き
上

げ
た
あ
と
、
夜
中
に
白
衣
の
神
兵
が
矢
を
射
か
け
て
敵
を
逐
っ
た
。
嵐
が
登
場
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し

い
け
ど
ら
れ

か
し
嵐
を
八
幡
神
に
仮
託
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
「
生
虜
シ
日
本
人
ノ
帰
ト
、
蒙
古
ノ
生
虜
タ
ル
ト
ガ
一
同
ニ
申
セ

バ
、
更
不
可
有
疑
」
と
叙
述
の
裏
付
け
に
ま
で
ふ
れ
て
い
る
が
、
誰
も
い
な
い
場
面
で
の
事
件
と
な
る
。
誰
も
い
な
け
れ

ば
証
人
も
い
な
い
。
蒙
古
軍
側
の
日
本
人
捕
虜
や
蒙
古
兵
の
捕
虜
た
ち
が
証
言
し
た
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
ず
い
ぶ
ん
な

配
慮
だ
が
、
史
実
と
は
一
致
し
な
い
。

中
山
平
次
郎
は
『
八
幡
愚
童
訓
」

に
つ
い
て
、

「
浅
薄
な
る
曲
筆
」
(
一
五
一
頁
)
、

「
頭
脳
を
欠
き
た
る
記
述
」
(
一
六
四
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頁
)
と
し
た
。
そ
こ
ま
で
酷
評
す
る
の
か
と
も
思
う
が
、
気
持
ち
は
ま
こ
と
に
よ
く
伝
わ
る
。
声
を
出
し
て
『
八
幡
愚
童

訓
」
を
よ
む
な
ら
ば
、
み
な
同
じ
印
象
を
持
つ
だ
ろ
う
。
「
八
幡
霊
験
記
で
は
あ
っ
て
も
実
録
に
は
非
ず
」
と
く
り
返
し

て
強
調
し
た
中
山
ら
の
主
張
は
、
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
高
く
評
価
し
、
継
承
し
た
い
。

す
な
わ
ち
『
八
幡
愚
童
訓
』
に
み
る
、
状
況
に
合
致
し
な
い
不
自
然
な
記
述
や
、
神
の
み
が
戦
っ
た
と
す
る
文
脈
に
お

け
る
記
述
は
、
徹
底
し
て
排
除
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
日
の
う
ち
の
大
宰
府
・
水
木
城
(
水
城
)
ま
で
の
退
却
な
ど
は
認

め
ら
れ
な
い
し
、
翌
朝
蒙
古
の
姿
が
い
っ
せ
い
に
消
え
て
い
た
と
い
う
記
述
も
ま
た
、
史
実
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
は
け

っ
し
て
な
い
。

*
な
お
研
究
史
に
『
八
幡
愚
童
訓
』
が
幕
府
か
ら
の
思
賞
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
と
い
う
論
旨
を
み
る
(
前
掲
『
日
本
思
想
大

系
』
あ
る
い
は
平
凡
社
世
界
大
百
科
事
典
)
。
疑
問
で
あ
る
。
思
賞
は
祈
龍
命
令
に
対
し
て
出
さ
れ
る
。
私
戦
が
恩
賞
の
対
象
と
な
ら
な

い
よ
う
に
、
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
記
す
内
容
が
直
接
思
賞
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
再
建
に
関
し
て
は
、
は
や
く
文
永
十
一

年
十
二
月
二
十
一
日
に
安
芸
、
筑
前
両
国
が
宮
崎
宮
造
営
料
国
と
な
っ
て
い
る
(
石
清
水
文
書
・
亀
山
院
院
宣
)
。
た
だ
ち
に
朝
廷
は
対

応
し
た
。
『
愚
童
訓
』
作
成
が
実
利
(
思
賞
)
に
直
結
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
造
営
後
三
十
年
を
経
過
し
て
、
修
理

助
成
の
機
運
は
醸
成
で
き
た
。

『
勘
仲
記
』

が
語
る
真
の
撤
退
日

か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
文
永
の
役
を
復
原
す
る
作
業
か
ら
「
八
幡
愚
童
訓
』
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で

(9) 

つ
ぎ
に
も
う
一
つ
の
史
料
、
『
勘
仲
記
』
(
兼
仲
卿
暦
記
)
を
検
討
し
よ
う
。
博
多
・
京
都
と
距
離
こ
そ
離
れ
て
い
た
が
、
同

時
進
行
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
文
永
の
役
に
関
す
る
唯
一
の
同
時
代
史
料
と
い
え
る
(
表
1
参
照
)
。
こ
れ

ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
日
記
記
事
の
時
間
差
こ
そ
が
、
事
件
推
移
の
真
相
を
語
っ
て
い
る
。
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う
一
つ
の
史
料
、
『
勘
仲
記
』
(
兼
仲
卿
暦
記
)
を
検
討
し
よ
う
。
博
多
・
京
都
と
距
離
こ
そ
離
れ
て
い
た
が
、
同

時
進
行
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
文
永
の
役
に
関
す
る
唯
一
の
同
時
代
史
料
と
い
え
る
(
表
1
参
照
)
。
こ
れ

ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
日
記
記
事
の
時
間
差
こ
そ
が
、
事
件
推
移
の
真
相
を
語
っ
て
い
る
。
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頁
)
と
し
た
。
そ
こ
ま
で
酷
評
す
る
の
か
と
も
思
う
が
、
気
持
ち
は
ま
こ
と
に
よ
く
伝
わ
る
。
声
を
出
し
て
『
八
幡
愚
童

訓
」
を
よ
む
な
ら
ば
、
み
な
同
じ
印
象
を
持
つ
だ
ろ
う
。
「
八
幡
霊
験
記
で
は
あ
っ
て
も
実
録
に
は
非
ず
」
と
く
り
返
し

て
強
調
し
た
中
山
ら
の
主
張
は
、
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
高
く
評
価
し
、
継
承
し
た
い
。

す
な
わ
ち
『
八
幡
愚
童
訓
』
に
み
る
、
状
況
に
合
致
し
な
い
不
自
然
な
記
述
や
、
神
の
み
が
戦
っ
た
と
す
る
文
脈
に
お

け
る
記
述
は
、
徹
底
し
て
排
除
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
日
の
う
ち
の
大
宰
府
・
水
木
城
(
水
城
)
ま
で
の
退
却
な
ど
は
認

め
ら
れ
な
い
し
、
翌
朝
蒙
古
の
姿
が
い
っ
せ
い
に
消
え
て
い
た
と
い
う
記
述
も
ま
た
、
史
実
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
は
け

っ
し
て
な
い
。

*
な
お
研
究
史
に
『
八
幡
愚
童
訓
』
が
幕
府
か
ら
の
思
賞
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
と
い
う
論
旨
を
み
る
(
前
掲
『
日
本
思
想
大

系
』
あ
る
い
は
平
凡
社
世
界
大
百
科
事
典
)
。
疑
問
で
あ
る
。
思
賞
は
祈
龍
命
令
に
対
し
て
出
さ
れ
る
。
私
戦
が
恩
賞
の
対
象
と
な
ら
な

い
よ
う
に
、
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
記
す
内
容
が
直
接
思
賞
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
再
建
に
関
し
て
は
、
は
や
く
文
永
十
一

年
十
二
月
二
十
一
日
に
安
芸
、
筑
前
両
国
が
宮
崎
宮
造
営
料
国
と
な
っ
て
い
る
(
石
清
水
文
書
・
亀
山
院
院
宣
)
。
た
だ
ち
に
朝
廷
は
対

応
し
た
。
『
愚
童
訓
』
作
成
が
実
利
(
思
賞
)
に
直
結
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
造
営
後
三
十
年
を
経
過
し
て
、
修
理

助
成
の
機
運
は
醸
成
で
き
た
。

『
勘
仲
記
』

が
語
る
真
の
撤
退
日

か
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、
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『
勘
仲
記
』
十
月
二
十
二
日
条
に
は
「
十
三
日
」
の
対
馬
合
戦
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
た
と
あ
る
。

(

少

弐

)

(

少

弐

)

去
十
三
日
於
一
一
対
馬
島
一
筑
紫
小
郷
代
官
凶
賊
等
合
戦
云
々
、
依
=
一
此
事
資
能
法
師
」
差
ゴ
遣
飛
脚
於
関
東
二
五
々
、
興

(
卿
)

盛
之
沙
汰
驚
遠
無
u
極
者
也

こ
の
日
付
は
『
高
麗
史
節
要
』
に
記
さ
れ
た
壱
岐
到
着
の
日
十
一
日
よ
り
も
遅
く
て
あ
わ
な
い
。
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』

の
「
十
月
五
日
蒙
古
寄
来
着
対
馬
島
」
に
も
あ
わ
な
い
。
し
か
し
博
多
に
い
た
小
弐
(
都
督
小
卿
)
が
、
対
馬
で
の
詳

細
を
知
る
ま
で
に
数
日
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
博
多
発
十
三
日
の
情
報
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ

て
十
三
日
発
の
早
飛
脚
に
よ
る
情
報
を
京
都
で
は
二
十
二
日
以
前
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
鎮
西
発
鎌
倉
行
の
情
報
は
、

途
次
、
京
都
・
六
波
羅
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
朝
廷
に
伝
達
さ
れ
た
。
『
勘
仲
記
』
を
記
し
た
広
橋
兼
仲
の
場
合
、

二
十
二
日
に
知
っ
た
か
ら
、
九
な
い
し
一

O
日
で
知
り
得
る
立
場
に
あ
っ
た
。

博
多
l

京
都
聞
は
鉄
道
時
刻
表
に
よ
れ
ば
六
六

0
キ
ロ
強
と
な
っ
て
い
る
(
新
幹
線
も
、
在
来
線
も
同
じ
数
字
に
な
っ
て
い
る

が
、
営
業
上
の
数
値
で
在
来
線
の
距
離
で
あ
る
)
。
旧
東
海
道
五
十
三
次
百
二
十
五
里
は
東
海
道
本
線
(
在
来
線
)
五
二
二
キ
ロ
よ

り
短
い
と
さ
れ
て
い
る
。
鈴
鹿
峠
経
路
と
関
ヶ
原
経
路
の
距
離
差
が
あ
る
も
の
か
。
当
時
の
筑
紫
道
も
最
短
距
離
が
選
ば

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
六
六

0
キ
ロ
に
か
な
り
近
い
と
見
ょ
う
。
複
数
の
人
間
(
飛
脚
)
が
書
状
を
も
っ
て
交
代
で
引

き
継
ぎ
な
が
ら
、
夜
・
昼
歩
く
。
す
る
と
一
日
で
四
キ
ロ
×
二
四
時
間
H
九
六
キ
ロ
で
あ
る
。
単
純
計
算
で
は
徒
歩
の
み

で
、
休
み
な
く
引
き
継
げ
ば
七
日
で
あ
る
。
む
ろ
ん
関
門
海
峡
で
は
潮
待
ち
・
風
待
ち
が
あ
っ
た
し
、
大
河
川
の
渡
河
、

ま
た
夜
間
の
障
害
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
臨
戦
態
勢
下
で
は
か
な
り
の
頻
度
で
早
飛
脚
が
送
ら
れ
る
。
ロ
ス

タ
イ
ム
は
最
低
限
に
抑
え
ら
れ
た
。
平
安
期
の
飛
駅
が
大
宰
府
・
平
安
京
間
で
六
(
)
一
二
日
を
要
し
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、

京
へ
の
使
者
は
八
日
程
度
で
到
着
し
、
広
橋
兼
仲
は
九
な
い
し
一

O
日
で
知
り
得
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

『勘仲記』が語る真の撤退日25 
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日
の
情
報
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ

て
十
三
日
発
の
早
飛
脚
に
よ
る
情
報
を
京
都
で
は
二
十
二
日
以
前
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
鎮
西
発
鎌
倉
行
の
情
報
は
、

途
次
、
京
都
・
六
波
羅
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
朝
廷
に
伝
達
さ
れ
た
。
『
勘
仲
記
』
を
記
し
た
広
橋
兼
仲
の
場
合
、

二
十
二
日
に
知
っ
た
か
ら
、
九
な
い
し
一

O
日
で
知
り
得
る
立
場
に
あ
っ
た
。

博
多
l

京
都
聞
は
鉄
道
時
刻
表
に
よ
れ
ば
六
六

0
キ
ロ
強
と
な
っ
て
い
る
(
新
幹
線
も
、
在
来
線
も
同
じ
数
字
に
な
っ
て
い
る

が
、
営
業
上
の
数
値
で
在
来
線
の
距
離
で
あ
る
)
。
旧
東
海
道
五
十
三
次
百
二
十
五
里
は
東
海
道
本
線
(
在
来
線
)
五
二
二
キ
ロ
よ

り
短
い
と
さ
れ
て
い
る
。
鈴
鹿
峠
経
路
と
関
ヶ
原
経
路
の
距
離
差
が
あ
る
も
の
か
。
当
時
の
筑
紫
道
も
最
短
距
離
が
選
ば

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
六
六

0
キ
ロ
に
か
な
り
近
い
と
見
ょ
う
。
複
数
の
人
間
(
飛
脚
)
が
書
状
を
も
っ
て
交
代
で
引

き
継
ぎ
な
が
ら
、
夜
・
昼
歩
く
。
す
る
と
一
日
で
四
キ
ロ
×
二
四
時
間
H
九
六
キ
ロ
で
あ
る
。
単
純
計
算
で
は
徒
歩
の
み

で
、
休
み
な
く
引
き
継
げ
ば
七
日
で
あ
る
。
む
ろ
ん
関
門
海
峡
で
は
潮
待
ち
・
風
待
ち
が
あ
っ
た
し
、
大
河
川
の
渡
河
、

ま
た
夜
間
の
障
害
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
臨
戦
態
勢
下
で
は
か
な
り
の
頻
度
で
早
飛
脚
が
送
ら
れ
る
。
ロ
ス

タ
イ
ム
は
最
低
限
に
抑
え
ら
れ
た
。
平
安
期
の
飛
駅
が
大
宰
府
・
平
安
京
間
で
六
(
)
一
二
日
を
要
し
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、

京
へ
の
使
者
は
八
日
程
度
で
到
着
し
、
広
橋
兼
仲
は
九
な
い
し
一

O
日
で
知
り
得
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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の
ち
に
は
中
納
言
に
な
る
広
橋
兼
仲
も
、
当
時
は
中
枢
に
い
た
と
は
い
え
な
い
。
文
永
十
一
年
当
時
は
ま
だ
正
五
位
下

じ
ぷ
の
し
よ
う

に
す
ぎ
、
ず
、
治
部
少
輔
だ
っ
た
よ
う
だ
(
「
公
卿
補
任
』
『
尊
卑
分
脈
』
)
口
し
か
し
異
国
襲
来
が
い
か
に
大
き
な
関
心
事
で
あ

か

で

の

こ

う

じ

っ
た
か
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
広
橋
・
勘
解
由
小
路
家
は
記
録
の
家
で
あ
る
。
耳
を
そ
ば
だ
て
て
い
た
彼
の
元
に
、
情
報

は
す
み
や
か
に
届
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
兼
仲
は
一

O
日
ほ
ど
で
情
報
を
入
手
で
き
た
。

つ
や
つ
い
て
十
月
二
十
九
日
条
に
「
異
国
賊
徒
責
来
興
盛
之
由
風
間
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
九
日
前
、
二
十
日
の
赤
坂
、
鳥

飼
の
合
戦
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
の
な
い
こ
と
だ
。
み
た
と
お
り
合
戦
の
日
付
は
『
竹
崎
季
長
絵
詞
』
に
も

あ
っ
て
確
実
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
一

O
日
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
づ
い
て
十
一
月
六
日
条
。

晴
、
或
人
云
、
去
比
凶
賊
船
数
万
般
浮
二
海
上
」
而
俄
逆
風
吹
来
、
吹
ゴ
帰
本
国
」
少
々
船
又
馳
斗
上
陸
上
」
の

大
柄
式
部
大
夫
郎
従
等
凶
賊
五
十
余
人
許
令
一
一
虜
掠
一
之
、
皆
揚
ゴ
置
彼
輩
等
一
召
ゴ
具
之
」
可
レ
令
一
一
参
洛
一
云
々
、
逆

や
ん
ご
と
な
き

風
事
、
神
明
之
御
加
被
欺
、
無
レ
止
事
可
レ
貴
、
其
窓
不
レ
少
者
也
、
近
日
内
外
法
御
祈
、
諸
社
奉
幣
連
綿
無
一
一
他
事
一

一云々

「
あ
る
人
が
い
う
に
は
、
逆
風
が
吹
い
て
、
船
は
本
国
に
帰
っ
た
。
残
っ
た
船
は
大
柄
式
部
大
夫
(
大
友
頼
泰
)
が
捉
え

た
」
と
あ
る
。
み
た
と
お
り
、
い
ま
ま
で
は
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
記
事
と
併
せ
て
、
二
十
日
合
戦
の
翌
朝
、
二
十
一
日
の

で
き
ご
と
と
理
解
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
が
京
都
(
広
橋
兼
仲
)
に
伝
わ
っ
た
の
は
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
兼
仲
に
と

っ
て
も
、
ま
た
都
人
に
と
っ
て
も
待
望
の
朗
報
で
あ
る
。
通
常
一

O
日
な
の
に
こ
の
事
件
の
み
が
一
六
日
も
か
か
っ
て
伝

わ
っ
た
と
す
れ
ば
遅
す
ぎ
る
。
「
あ
る
人
が
い
う
の
を
聞
い
た
こ
と
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
内
容
は
詳
し
く
噂
話
で
は
な

い
。
「
或
人
云
」
な
る
表
現
に
は
、
内
裏
・
陣
で
の
公
卿
会
議
に
出
席
し
た
要
人
か
ら
、
一
早
く
特
別
に
情
報
を
も
ら
っ
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合
戦
の
翌
朝
、
二
十
一
日
の

で
き
ご
と
と
理
解
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
が
京
都
(
広
橋
兼
仲
)
に
伝
わ
っ
た
の
は
六
日
の
こ
と
で
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る
。
兼
仲
に
と

っ
て
も
、
ま
た
都
人
に
と
っ
て
も
待
望
の
朗
報
で
あ
る
。
通
常
一

O
日
な
の
に
こ
の
事
件
の
み
が
一
六
日
も
か
か
っ
て
伝

わ
っ
た
と
す
れ
ば
遅
す
ぎ
る
。
「
あ
る
人
が
い
う
の
を
聞
い
た
こ
と
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
内
容
は
詳
し
く
噂
話
で
は
な

い
。
「
或
人
云
」
な
る
表
現
に
は
、
内
裏
・
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で
の
公
卿
会
議
に
出
席
し
た
要
人
か
ら
、
一
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特
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の
ち
に
は
中
納
言
に
な
る
広
橋
兼
仲
も
、
当
時
は
中
枢
に
い
た
と
は
い
え
な
い
。
文
永
十
一
年
当
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は
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五
位
下

じ
ぷ
の
し
よ
う
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す
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ず
、
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少
輔
だ
っ
た
よ
う
だ
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卿
補
任
』
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尊
卑
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脈
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し
異
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襲
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が
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に
大
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関
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で
あ

か

で

の

こ

う

じ

っ
た
か
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
広
橋
・
勘
解
由
小
路
家
は
記
録
の
家
で
あ
る
。
耳
を
そ
ば
だ
て
て
い
た
彼
の
元
に
、
情
報

は
す
み
や
か
に
届
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
兼
仲
は
一

O
日
ほ
ど
で
情
報
を
入
手
で
き
た
。

つ
や
つ
い
て
十
月
二
十
九
日
条
に
「
異
国
賊
徒
責
来
興
盛
之
由
風
間
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
九
日
前
、
二
十
日
の
赤
坂
、
鳥

飼
の
合
戦
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
の
な
い
こ
と
だ
。
み
た
と
お
り
合
戦
の
日
付
は
『
竹
崎
季
長
絵
詞
』
に
も

あ
っ
て
確
実
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
一

O
日
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
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一
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日
条
。

晴
、
或
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云
、
去
比
凶
賊
船
数
万
般
浮
二
海
上
」
而
俄
逆
風
吹
来
、
吹
ゴ
帰
本
国
」
少
々
船
又
馳
斗
上
陸
上
」
の

大
柄
式
部
大
夫
郎
従
等
凶
賊
五
十
余
人
許
令
一
一
虜
掠
一
之
、
皆
揚
ゴ
置
彼
輩
等
一
召
ゴ
具
之
」
可
レ
令
一
一
参
洛
一
云
々
、
逆

や
ん
ご
と
な
き

風
事
、
神
明
之
御
加
被
欺
、
無
レ
止
事
可
レ
貴
、
其
窓
不
レ
少
者
也
、
近
日
内
外
法
御
祈
、
諸
社
奉
幣
連
綿
無
一
一
他
事
一

一云々
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あ
る
人
が
い
う
に
は
、
逆
風
が
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て
、
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は
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友
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翌
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た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
る
。

ち
な
み
に
『
勘
仲
記
』
に
記
さ
れ
た
こ
の
間
の
京
都
の
天
気
は
、
お
お
む
ね
晴
れ
で
、
「
夜
間
降
雨
」
、
「
陰
時
々
雨
」

が
二
日
ほ
ど
だ
け
あ
る
。
交
通
・
通
信
に
支
障
の
出
る
ほ
ど
の
悪
天
で
は
な
い
。
ま
た
誤
報
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら

公
表
に
は
慎
重
を
期
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
そ
の
日
の
う
ち
か
、
ま
た
は
翌
日
に
は
続
報
・
続
々
報
が
到

着
し
た
で
あ
ろ
う
。
京
の
人
々
が
朗
報
を
知
っ
た
の
は
そ
れ
ほ
ど
後
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

す
な
わ
ち
六
日
の
記
事
こ
そ
、
退
却
が
二
十
一
日
よ
り
も
後
だ
っ
た
こ
と
を
明
白
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
年
の
十
月
は

大
で
三
十
日
ま
で
だ
か
ら
、
逆
算
す
れ
ば
十
月
二
十
七
日
頃
の
こ
と
と
な
る
。
赤
坂
の
戦
い
か
ら
七
日
ほ
ど
が
過
ぎ
て
い

た。『
関
東
評
定
伝
』
に
は
「
文
永
十
一
年
十
月
五
日
、
蒙
古
異
賊
寄
来
、
着
対
馬
島
、
討
少
弐
入
道
覚
恵
代
官
藤
馬
充
、

同
廿
四
日
、
寄
来
大
宰
府
、
与
官
軍
合
戦
、
異
賊
敗
北
」

と
あ
る
。
対
馬
で
の
合
戦
が
五
日
に
あ
り
、
少
弐
代
官
藤
馬
充
が
敗
北
し
、
二
十
四
日
に
は
大
宰
府
で
合
戦
が
あ
っ
て
、

日
本
が
勝
利
し
た
。
二
十
一
日
に
元
軍
が
帰
国
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
赤
坂
合
戦
の
あ
と
、
一
二
日

お
い
て
、
侵
攻
し
て
き
た
蒙
古
軍
と
の
大
宰
府
合
戦
が
あ
っ
た
(
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
に
類
似
の
記
事
が
あ
る
が
、
不

完
全
な
写
し
で
文
意
が
通
じ
に
く
い
)
。
な
お
『
吉
続
記
』
逸
文
(
『
伏
敵
編
』
所
収
)
に
「
文
永
十
一
年
十
月
廿
七

日
(
略
)
九
国
傾
滅
可
憐
、
是
関
東
政
道
之
暖
怠
也
、
衆
口
嵩
々
、
但
可
秘
云
々
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
十
月
二
十
日
の

戦
闘
結
果
を
伝
え
聞
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
吉
続
記
の
著
者
、
当
時
蔵
人
で
あ
っ
た
吉
田
経
長
の
場
合
は
八
日
で
九
州
の
情

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

弘
安
二
年
十
月
八
日
関
東
下
知
状
案
(
有
浦
文
書
・
『
鎌
倉
遺
文
』
一
八
巻
二
二
七
三
一
)
や
建
治
元
年
十
月
二
十
九
日
将
軍

家
政
所
下
文
(
松
浦
山
代
文
書
・
『
鎌
倉
遺
文
』
一
六
巻
二
一
O
七
七
)
に
よ
れ
ば
、
「
文
永
蒙
古
人
合
戦
」
に
お
い
て
佐
志
房
と

そ
の
嫡
男
直
、
二
男
留
、
三
男
勇
あ
る
い
は
山
代
諮
が
命
を
落
と
し
て
い
る
。
前
者
の
場
合
は
全
滅
で
あ
る
。
断
片
的
な

史
料
か
ら
も
悲
惨
な
戦
況
が
推
測
で
き
る
。
二
十
日
の
合
戦
で
は
蒙
古
は
副
将
が
負
傷
し
、
赤
坂
山
を
落
と
せ
ず
に
麗
原
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山
に
上
が
っ
て
い
る
。
日
本
軍
が
そ
れ
ほ
ど
の
劣
勢
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
佐
志
一
族
の
敗
死
は
別
の
日
の
合
戦

で
は
な
か
ろ
う
か
。
松
浦
党
で
あ
る
か
ら
二
十
日
以
前
に
合
戦
を
し
て
敗
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
二
十

一
日
以
後
に
戦
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
得
る
。

さ
て
六
日
の
記
事
に
は
「
逆
風
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
『
高
麗
史
節
要
』
の
記
事
に
よ
っ
て
、
風
は

「
会
夜
」
、
二
十
日
の
夜
に
吹
い
た
と
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
は
京
都
へ
の
伝
達
が
遅
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

冒
頭
に
述
べ
た
が
、
『
高
麗
史
節
要
』
の
編
纂
は
一
四
五
二
年
で
あ
る
。
事
件
が
起
き
て
か
ら
一
八

O
年
を
経
過
し
て
い

る
。
一
等
史
料
と
し
て
対
等
の
価
値
を
置
く
に
は
い
さ
さ
か
苦
し
い
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
。
本
当
は
、
風
は
い
つ
吹
い
た
の

ヵ
再
度
『
勘
仲
記
』
を
見
ょ
う
。
当
日
十
月
二
十
日
、
京
都
の
天
気
は
晴
で
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『
勘
仲
記
』
の
天
気
記
載
か
ら
嵐
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
こ
と
は
た
だ
ち
に
は
む
ず
か
し
そ
う
だ
。
だ
が
少
な
く
と

も
二
十
日
夜
の
嵐
の
実
在
を
積
極
的
に
-
証
明
す
る
記
述
は
な
い
と
は
い
え
る
(
以
上
に
つ
い
て
は
福
岡
管
区
気
象
台
・
宇
宿
輝
雄
、

重
岡
博
明
両
氏
の
ご
教
示
を
得
た
)
。
「
高
麗
史
節
要
』
が
記
し
た
嵐
、
『
勘
仲
記
』
に
記
さ
れ
た
「
逆
風
」
は
二
十
日
以
降
で

あ
る
可
能
性
も
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

箱
崎
の
炎
上
に
よ
る
廃
朝
(
政
務
の
休
業
)
記
事
は
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作
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
そ
う
し
た
視
点
に
立
ち
え
な
か
っ
た
。
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
史

料
的
価
値
を
無
批
判
に
復
活
さ
せ
た
段
階
で
、
研
究
者
も
ま
た
そ
の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
入
っ
た
。
研
究
史
全

体
が
一
種
の
共
同
幻
想
に
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

た
だ
し
そ
う
な
る
原
因
・
背
景
が
も
う
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
た
。
さ
き
の
十
月
二
十
九
日
条
に
は
引
用
記
事
に
続
い
て
、

「
関
東
」
武
家
辺
騒
動
云
々
、
或
説
云
北
条
六
郎
井
式
部
大
夫
時
輔
打
上
云
々
、
是
非
未
レ
決
、
怖
畏
無
レ
極
者
也

と
あ
る
。
大
正
十
四
年
(
一
九
二
五
)
の
八
代
国
治
『
国
史
叢
説
』
以
来
、
こ
れ
は
蒙
古
合
戦
対
応
策
に
関
す
る
関
東
・

鎌
倉
発
の
情
報
で
、
北
条
氏
一
門
の
九
州
派
遣
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
で
は
時
間
の
動
き
が
整
合
し
な
い
。

日
記
は
記
主
の
い
た
京
都
の
視
点
で
書
か
れ
て
い
る
。
京
都
の
貴
族
が
「
関
東
武
家
」
と
い
っ
た
場
合
は
鎌
倉
だ
け
で
は

な
く
、
六
波
羅
も
含
む
表
現
で
あ
ろ
う
(
「
関
東
」
の
部
分
は
右
行
間
へ
の
追
筆
で
あ
る
)
。
「
或
説
云
」
は
赤
坂
合
戦
と
は
別
の

情
報
で
あ
る
。
式
部
大
夫
時
輔
ら
が
「
打
ち
上
る
」
と
あ
る
け
れ
ど
、
北
条
時
輔
(
時
宗
庶
兄
)
は
二
年
前
の
文
永
九
年

(
一
二
七
二
)
二
月
騒
動
に
諒
さ
れ
て
い
る
。
『
保
暦
聞
記
』
に
「
遁
テ
吉
野
ノ
奥
へ
立
入
テ
行
方
不
レ
知
」
、
野
津
本
「
北

30 文永十一年・冬の嵐1 



条
系
図
」
(
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

5
、
田
中
稔
氏
紹
介
)
に
「
文
永
九
年
二
月
十
五
日
有
レ
事
被
レ
諒
畢
、

(
吉
野
・
十
津
川
)

但
戸
津
河
城
現
在
云
々
」
と
あ
る
記
事
を
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
、
都
人
は
彼
の
健
在
を
信
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

時
輔
父
子
を
核
と
す
る
反
時
宗
グ
ル
ー
プ
の
動
き
は
こ
の
問
、
止
ま
な
か
っ
た
。
十
数
年
後
の
弘
安
七
年
こ
二
八
四
)

に
も
「
式
部
大
夫
殿
同
御
子
息
」
の
「
諸
処
経
廻
」
を
警
戒
す
る
幕
府
の
指
令
が
出
さ
れ
て
い
る
(
鰐
淵
寺
文
書
・
同
年
九

月
七
日
佐
々
木
頼
泰
施
行
状
、
『
鎌
倉
遺
文
』
二
O
巻
一
五
三
O
O
)
。
反
時
宗
グ
ル
ー
プ
を
頼
っ
て
行
動
を
つ
づ
け
た
そ
の
男
子
は
、

の
ち
正
応
三
年
こ
二
九
O
)
、
庇
護
を
求
め
た
三
浦
介
入
道
の
も
と
で
捕
縛
さ
れ
、
処
刑
さ
れ
た
。

北
条
六
郎
は
こ
れ
ま
で
の
定
説
で
は
時
定
だ
っ
た
。
時
定
は
の
ち
鎮
西
に
下
向
し
、
弘
安
三
年
ご
二
八
O
)
か
ら
四

年
ま
で
の
聞
に
肥
前
守
護
に
着
任
し
た
。
だ
が
六
郎
を
時
定
と
み
る
と
、
時
輔
と
の
関
係
が
全
く
わ
か
ら
な
い
。
京
都
に

い
る
兼
仲
が
書
い
た
「
打
ち
上
る
」
と
い
う
表
現
が
九
州
へ
の
下
向
を
指
す
と
は
思
わ
れ
な
い
。
「
京
へ
う
ち
の
ぼ
る
」

と
い
う
意
味
以
外
に
は
な
い
だ
ろ
う
。
実
は
二
月
騒
動
の
関
係
者
に
「
北
条
六
郎
」
が
複
数
い
る
。
ま
ず
正
宗
寺
本
・
北

条
系
図
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
諸
家
系
図
」
に
よ
る
)
で
は
、
討
た
れ
た
北
条
教
時
子
に
六
郎
宗
教
が
い
る
。
た
だ
し
教
時

は
三
八
歳
で
死
ん
だ
の
だ
か
ら
、
そ
の
子
と
す
れ
ば
、
二
五
歳
で
あ
っ
た
時
輔
よ
り
も
若
年
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
ま
ず

六
郎
の
名
を
あ
げ
、
つ
い
で
時
輔
を
記
す
『
勘
仲
記
』
の
記
述
の
仕
方
が
や
や
不
自
然
と
な
る
。
い
っ
ぽ
う
『
系
図
纂

要
』
を
み
る
と
、
北
条
教
時
自
身
が
「
六
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
は
北
条
朝
時
の
六
男
で
あ
る
か
ら
、
た
し
か
に

周
囲
か
ら
「
六
郎
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
『
吾
妻
鏡
』
で
も
建
長
年
間
(
一
二
四
九
i
五
六
)
ま
で
「
遠
江
六
郎
」

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
子
宗
教
が
長
子
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
郎
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
周
知
さ
れ
て
い
た
父
の

呼
称
を
継
承
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
六
郎
は
教
時
と
考
え
た
い
。
す
る
と
二
月
騒
動
の
中
心
人
物
、
教
時
・
時
輔
の

二
名
は
と
も
に
生
き
て
い
る
と
京
都
の
貴
族
ら
、
そ
し
て
庶
民
に
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
背
景
に
は
実
際
に
残

『勘仲記』が語る真の撤退日31 
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図
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
諸
家
系
図
」
に
よ
る
)
で
は
、
討
た
れ
た
北
条
教
時
子
に
六
郎
宗
教
が
い
る
。
た
だ
し
教
時

は
三
八
歳
で
死
ん
だ
の
だ
か
ら
、
そ
の
子
と
す
れ
ば
、
二
五
歳
で
あ
っ
た
時
輔
よ
り
も
若
年
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
ま
ず

六
郎
の
名
を
あ
げ
、
つ
い
で
時
輔
を
記
す
『
勘
仲
記
』
の
記
述
の
仕
方
が
や
や
不
自
然
と
な
る
。
い
っ
ぽ
う
『
系
図
纂

要
』
を
み
る
と
、
北
条
教
時
自
身
が
「
六
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
は
北
条
朝
時
の
六
男
で
あ
る
か
ら
、
た
し
か
に

周
囲
か
ら
「
六
郎
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
『
吾
妻
鏡
』
で
も
建
長
年
間
(
一
二
四
九
i
五
六
)
ま
で
「
遠
江
六
郎
」

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
子
宗
教
が
長
子
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
郎
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
周
知
さ
れ
て
い
た
父
の

呼
称
を
継
承
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
六
郎
は
教
時
と
考
え
た
い
。
す
る
と
二
月
騒
動
の
中
心
人
物
、
教
時
・
時
輔
の

二
名
は
と
も
に
生
き
て
い
る
と
京
都
の
貴
族
ら
、
そ
し
て
庶
民
に
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
背
景
に
は
実
際
に
残

『勘仲記』が語る真の撤退日31 
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史
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介
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仕
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い
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党
の
活
動
が
顕
著
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

蒙
古
襲
来
と
い
う
混
乱
に
乗
じ
て
、
か
れ
ら
反
時
宗
グ
ル
ー
プ
が
蜂
起
す
る
こ
と
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
こ
の
記
事
は
蒙
古
合
戦
へ
の
布
陣
強
化
と
は
無
関
係
で
、
逆
に
蒙
古
合
戦
に
よ
る
朝
廷
と
幕
府
の
混
乱
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
「
是
非
未
決
、
怖
畏
無
極
者
也
」
と
あ
る
が
「
怖
畏
」
は
蒙
古
へ
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
二
年
前

の
敗
者
た
ち
が
未
だ
に
逃
亡
す
る
の
み
な
ら
ず
、
反
撃
を
も
策
動
す
る
こ
と
に
、
貴
族
た
ち
は
お
び
え
た
の
で
あ
る
。

な
お
当
該
記
事
中
「
時
輔
」
の
文
字
は
な
ぜ
か
八
代
国
治
前
掲
著
書
で
は
読
ま
れ
て
お
ら
ず
、
式
部
大
夫
も
別
人
(
北

条
時
広
)
に
比
定
さ
れ
て
い
た
。
「
勘
仲
記
』
は
戦
前
に
は
岩
崎
文
庫
の
奥
深
く
に
あ
っ
て
、
ふ
つ
う
の
研
究
者
で
は
み
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
あ
っ
た
写
本
に
よ
っ
て
、
『
史
料
大
成
』
(
昭
和
一

O
、
一
九
三
五
)
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
文
永
十
一
年
条
は
東
大
本
に
は
写
し
漏
れ
と
な
っ
て
お
り
、
の
ぞ
か
れ
て
い
た
。
龍

す
す
む
粛
『
蒙
古
襲
来
』
(
一
九
五
九
)
の
段
階
で
、
「
時
輔
」
は
正
し
く
読
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
か
れ
は
時
広
と
さ
れ
て

い
る
。
時
輔
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
時
広
に
な
る
の
か
。
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
時
広
は
寛
元
三
年
(
一
二

四
五
)
に
式
部
少
丞
で
は
あ
っ
た
が
、
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)
武
蔵
権
守
、
正
嘉
二
年
(
一
二
五
八
)
越
前
守
だ
か
ら
、
こ

の
段
階
で
は
「
式
部
大
夫
」
と
は
呼
ば
れ
ま
い
。

な
お
広
橋
家
史
料
は
近
年
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
と
な
っ
た
。
高
橋
秀
樹
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
報
告
(
七

O
、
平
成
九
)
に
文
永
十
一
年
条
の
翻
刻
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
段
階
で
は
じ
め
て
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
、
長

ら
く
不
運
な
史
料
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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党
の
活
動
が
顕
著
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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と
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う
混
乱
に
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じ
て
、
か
れ
ら
反
時
宗
グ
ル
ー
プ
が
蜂
起
す
る
こ
と
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
こ
の
記
事
は
蒙
古
合
戦
へ
の
布
陣
強
化
と
は
無
関
係
で
、
逆
に
蒙
古
合
戦
に
よ
る
朝
廷
と
幕
府
の
混
乱
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
「
是
非
未
決
、
怖
畏
無
極
者
也
」
と
あ
る
が
「
怖
畏
」
は
蒙
古
へ
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
二
年
前

の
敗
者
た
ち
が
未
だ
に
逃
亡
す
る
の
み
な
ら
ず
、
反
撃
を
も
策
動
す
る
こ
と
に
、
貴
族
た
ち
は
お
び
え
た
の
で
あ
る
。

な
お
当
該
記
事
中
「
時
輔
」
の
文
字
は
な
ぜ
か
八
代
国
治
前
掲
著
書
で
は
読
ま
れ
て
お
ら
ず
、
式
部
大
夫
も
別
人
(
北

条
時
広
)
に
比
定
さ
れ
て
い
た
。
「
勘
仲
記
』
は
戦
前
に
は
岩
崎
文
庫
の
奥
深
く
に
あ
っ
て
、
ふ
つ
う
の
研
究
者
で
は
み
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
あ
っ
た
写
本
に
よ
っ
て
、
『
史
料
大
成
』
(
昭
和
一

O
、
一
九
三
五
)
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
文
永
十
一
年
条
は
東
大
本
に
は
写
し
漏
れ
と
な
っ
て
お
り
、
の
ぞ
か
れ
て
い
た
。
龍

す
す
む
粛
『
蒙
古
襲
来
』
(
一
九
五
九
)
の
段
階
で
、
「
時
輔
」
は
正
し
く
読
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
か
れ
は
時
広
と
さ
れ
て

い
る
。
時
輔
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
時
広
に
な
る
の
か
。
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
時
広
は
寛
元
三
年
(
一
二

四
五
)
に
式
部
少
丞
で
は
あ
っ
た
が
、
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)
武
蔵
権
守
、
正
嘉
二
年
(
一
二
五
八
)
越
前
守
だ
か
ら
、
こ

の
段
階
で
は
「
式
部
大
夫
」
と
は
呼
ば
れ
ま
い
。

な
お
広
橋
家
史
料
は
近
年
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
と
な
っ
た
。
高
橋
秀
樹
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
報
告
(
七

O
、
平
成
九
)
に
文
永
十
一
年
条
の
翻
刻
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
段
階
で
は
じ
め
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全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
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け
で
、
長
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な
史
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っ
た
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と
に
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る
。
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に
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、
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と
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さ
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の
、
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年
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は
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大
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に
は
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漏
れ
と
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っ
て
お
り
、
の
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か
れ
て
い
た
。
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す
す
む
粛
『
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来
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(
一
九
五
九
)
の
段
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で
、
「
時
輔
」
は
正
し
く
読
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
か
れ
は
時
広
と
さ
れ
て

い
る
。
時
輔
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
時
広
に
な
る
の
か
。
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
時
広
は
寛
元
三
年
(
一
二

四
五
)
に
式
部
少
丞
で
は
あ
っ
た
が
、
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)
武
蔵
権
守
、
正
嘉
二
年
(
一
二
五
八
)
越
前
守
だ
か
ら
、
こ

の
段
階
で
は
「
式
部
大
夫
」
と
は
呼
ば
れ
ま
い
。

な
お
広
橋
家
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は
近
年
、
国
立
歴
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民
俗
博
物
館
所
蔵
と
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っ
た
。
高
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秀
樹
氏
に
よ
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て
、
そ
の
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(
七

O
、
平
成
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に
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十
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年
条
の
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さ
れ
た
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の
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で
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全
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蜂
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れ
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は
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で
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逆
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、
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」
と
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る
が
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は
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だ
け
の
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で
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。
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前

の
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者
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が
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に
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亡
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の
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、
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た
ち
は
お
び
え
た
の
で
あ
る
。

な
お
当
該
記
事
中
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の
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は
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お
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ず
、
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大
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も
別
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(
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条
時
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に
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。
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は
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前
に
は
岩
崎
文
庫
の
奥
深
く
に
あ
っ
て
、
ふ
つ
う
の
研
究
者
で
は
み
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
あ
っ
た
写
本
に
よ
っ
て
、
『
史
料
大
成
』
(
昭
和
一

O
、
一
九
三
五
)
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
文
永
十
一
年
条
は
東
大
本
に
は
写
し
漏
れ
と
な
っ
て
お
り
、
の
ぞ
か
れ
て
い
た
。
龍

す
す
む
粛
『
蒙
古
襲
来
』
(
一
九
五
九
)
の
段
階
で
、
「
時
輔
」
は
正
し
く
読
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
か
れ
は
時
広
と
さ
れ
て

い
る
。
時
輔
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
時
広
に
な
る
の
か
。
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
時
広
は
寛
元
三
年
(
一
二

四
五
)
に
式
部
少
丞
で
は
あ
っ
た
が
、
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)
武
蔵
権
守
、
正
嘉
二
年
(
一
二
五
八
)
越
前
守
だ
か
ら
、
こ

の
段
階
で
は
「
式
部
大
夫
」
と
は
呼
ば
れ
ま
い
。

な
お
広
橋
家
史
料
は
近
年
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
と
な
っ
た
。
高
橋
秀
樹
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
報
告
(
七

O
、
平
成
九
)
に
文
永
十
一
年
条
の
翻
刻
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
段
階
で
は
じ
め
て
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
、
長

ら
く
不
運
な
史
料
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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蜂
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れ
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。
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古
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さ
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な
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疑
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で
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。
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は
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三
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(
一
二

四
五
)
に
式
部
少
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で
は
あ
っ
た
が
、
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)
武
蔵
権
守
、
正
嘉
二
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(
一
二
五
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)
越
前
守
だ
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ら
、
こ

の
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で
は
「
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大
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」
と
は
呼
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ま
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。

な
お
広
橋
家
史
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は
近
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、
国
立
歴
史
民
俗
博
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蔵
と
な
っ
た
。
高
橋
秀
樹
氏
に
よ
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、
そ
の
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(
七

O
、
平
成
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)
に
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一
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の
翻
刻
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
段
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で
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全
貌
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に
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っ
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け
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長
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不
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な
史
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と
に
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。
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四

む

す

び
ー
ー
文
永
の
役
の
位
置

赤
坂
鳥
飼
の
合
戦
を
へ
て
穆
着
が
あ
っ
た
。
対
時
期
間
が
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
小
競
り
合
い
も
あ
っ
た
し
、
死
者
が

出
る
合
戦
も
あ
っ
た
。
蒙
古
の
騎
馬
戦
術
に
日
本
軍
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
い
う
緊
張
の
さ
な
か
の
あ
る
夜

に
、
嵐
が
吹
い
た
。
時
間
切
れ
を
倍
っ
た
蒙
古
軍
は
風
待
ち
・
潮
待
ち
の
の
ち
、
博
多
湾
か
ら
立
ち
去
っ
た
。
積
極
的
で

は
な
い
に
せ
よ
、
予
測
範
囲
内
で
の
自
主
的
撤
退
だ
っ
た
。
箱
崎
に
放
火
す
る
だ
け
の
軍
事
的
優
位
は
確
保
し
て
い
た
。

俄
逆
風
吹
来
、
吹
斗
帰
本
国
一

『
勘
仲
記
』
に
み
る
情
報
の
伝
わ
り
方
か
ら
す
る
と
、
決
定
的
で
あ
っ
た
の
は
彼
ら
が
姿
を
消
し
た
瞬
間
で
あ
る
。
嵐

そ
の
も
の
に
よ
る
敵
船
被
害
の
記
述
は
な
い
。
『
勘
仲
記
』
に
は
数
万
腹
、
『
高
麗
史
節
要
』
に
は
九

O
O般
と
記
さ
れ
た

蒙
古
の
戦
艦
は
、
嵐
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
一
目
瞭
然
と
い
う
ほ
ど
に
は
可
視
的
で
極
端
な
被
害
で

は
な
か
っ
た
。
弘
安
の
風
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

文
永
の
役
に
関
す
る
史
料
は
少
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
相
互
の
史
料
に
記
述
が
欠
け
る
部
分
を
、
他
の
史
料
が
補
完
す
る

形
で
「
史
実
」
を
復
原
し
て
き
た
。
い
っ
た
ん
は
排
除
さ
れ
た
か
に
み
え
た
『
八
幡
愚
童
訓
』
も
い
つ
し
か
一
等
史
料
に

な
っ
た
。
史
料
へ
の
偏
愛
を
感
じ
る
。
『
八
幡
愚
童
訓
』
に
慎
重
だ
っ
た
歴
史
家
も
、
他
の
記
録
に
合
致
す
る
か
に
み
え

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
『
八
幡
愚
童
訓
』
に
あ
わ
せ
て
他
の
史
料
を
解
釈
し
た
。
こ
れ
は
危
険
な
史
料
操
作
で
あ
っ
た
。

『
八
幡
愚
童
訓
」
を
排
除
し
、
『
勘
仲
記
』
の
よ
う
な
一
次
史
料
が
独
自
に
語
る
こ
と
か
ら
史
実
を
復
原
す
る
。

そ
は
じ
め
て
真
実
の
歴
史
が
み
え
て
く
る
。

中
山
平
次
郎
ら
の
見
解
は
中
央
・
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
よ
っ
て
黙
殺
さ
れ
た
結
果
に
な
っ
た
。

むすび

そ
こ
に
こ
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四
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す
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ー
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役
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飼
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合
戦
を
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て
穆
着
が
あ
っ
た
。
対
時
期
間
が
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
小
競
り
合
い
も
あ
っ
た
し
、
死
者
が

出
る
合
戦
も
あ
っ
た
。
蒙
古
の
騎
馬
戦
術
に
日
本
軍
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
い
う
緊
張
の
さ
な
か
の
あ
る
夜

に
、
嵐
が
吹
い
た
。
時
間
切
れ
を
倍
っ
た
蒙
古
軍
は
風
待
ち
・
潮
待
ち
の
の
ち
、
博
多
湾
か
ら
立
ち
去
っ
た
。
積
極
的
で

は
な
い
に
せ
よ
、
予
測
範
囲
内
で
の
自
主
的
撤
退
だ
っ
た
。
箱
崎
に
放
火
す
る
だ
け
の
軍
事
的
優
位
は
確
保
し
て
い
た
。

俄
逆
風
吹
来
、
吹
斗
帰
本
国
一

『
勘
仲
記
』
に
み
る
情
報
の
伝
わ
り
方
か
ら
す
る
と
、
決
定
的
で
あ
っ
た
の
は
彼
ら
が
姿
を
消
し
た
瞬
間
で
あ
る
。
嵐

そ
の
も
の
に
よ
る
敵
船
被
害
の
記
述
は
な
い
。
『
勘
仲
記
』
に
は
数
万
腹
、
『
高
麗
史
節
要
』
に
は
九

O
O般
と
記
さ
れ
た

蒙
古
の
戦
艦
は
、
嵐
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
一
目
瞭
然
と
い
う
ほ
ど
に
は
可
視
的
で
極
端
な
被
害
で

は
な
か
っ
た
。
弘
安
の
風
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

文
永
の
役
に
関
す
る
史
料
は
少
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
相
互
の
史
料
に
記
述
が
欠
け
る
部
分
を
、
他
の
史
料
が
補
完
す
る

形
で
「
史
実
」
を
復
原
し
て
き
た
。
い
っ
た
ん
は
排
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か
に
み
え
た
『
八
幡
愚
童
訓
』
も
い
つ
し
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一
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史
料
に

な
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た
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史
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の
偏
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八
幡
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童
訓
』
に
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重
だ
っ
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史
家
も
、
他
の
記
録
に
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か
に
み
え

る
箇
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て
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『
八
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愚
童
訓
』
に
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せ
て
他
の
史
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を
解
釈
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た
。
こ
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危
険
な
史
料
操
作
で
あ
っ
た
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童
訓
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を
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、
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仲
記
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一
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史
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自
に
語
る
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と
か
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史
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復
原
す
る
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は
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の
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史
が
み
え
て
く
る
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仲
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他
の
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「
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張
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か
。
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喜
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の
原
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地
平
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。
筆
者
は
そ
う
主
張
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。
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節
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至
上
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永
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(
建
治
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一
二
七
五
)
春
に
は
、
は
や
く
も
元
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・
杜
世
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が
長
門
に
到
着
す
る
。
元
(
蒙
古
)

む
ろ
ん
予
定
の
行
動
で
あ
る
。
前
年
の
攻
撃
は
そ
の
た
め
の
第
一
弾
で
あ
っ
た
。

に
と
っ
て
は
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)

『
お
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日
本
史
』
昭
和
四
五
(
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九
七
O
)
、
初
出
は
「
文
永
の
役
の
終
わ
り
を
告
げ
た
の
は
台
風
で
は
な
い
」
『
日
本
歴
史
」
一

二
0
・
昭
和
三
三
、
「
文
永
の
役
の
終
末
に
つ
い
て
諸
家
の
批
判
に
答
う
」
『
同
』
一
四
五
・
昭
和
三
五
。
荒
川
の
報
告
は
衝
撃
的
で
、

彼
は
時
の
人
と
な
っ
て
ラ
ジ
オ
放
送
に
も
出
演
し
て
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。

(
2
)

網
野
善
彦
『
蒙
古
襲
来
」
一
九
七
四
、
川
添
昭
二
「
異
国
合
戦
」
『
日
蓮
と
鎌
倉
文
化
』
(
二

O
O
二
、
初
出
は
『
日
蓮
、
そ
の
思

想
・
行
動
と
蒙
古
襲
来
』
一
九
七
二
、
瀬
野
精
一
郎
「
神
風
余
話
」
(
「
日
本
の
中
世
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月
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一

O
、
平
成
一
五
・
二

O
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三
)
な
ど

は
自
主
撤
去
説
に
近
い
。
荒
川
説
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
は
龍
粛
「
蒙
古
襲
来
」
(
増
補
版
、
昭
和
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二
。
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3
)

石
井
進
「
鎌
倉
び
と
の
戸
を
聞
く
』
(
二

O
O
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)
に
引
用
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
ス
ワ
ポ
ミ
ル
・
シ
ュ
ル
ツ
氏
の
見
解
、
杉
山
明
「
モ

ン
ゴ
ル
時
代
の
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
日
本
」
(
近
藤
成
一
編
『
モ
ン
ゴ
ル
の
襲
来
』
二

O
O
三
・
所
収
)
。

(
4
)

『
中
国
・
朝
鮮
の
史
籍
に
お
け
る
日
本
史
料
集
成
』
三
国
高
麗
之
部
・
所
収
。
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蒙
古
高
麗
軍
は
十
月
初
頭
に
合
浦
を
出
発
し
た
。
高
麗
元
宗
の
死
去
・
葬
儀
、
ま
た
軍
船
建
造
の
遅
れ
が
あ
っ
た
に
せ

よ
、
他
国
へ
の
遠
征
と
し
て
は
い
く
ら
か
展
望
を
欠
い
た
行
動
だ
っ
た
。
四
万
と
い
う
数
字
も
、
の
ち
弘
安
の
役
の
十
四

万
人
に
比
べ
れ
ば
、
た
し
か
に
少
な
か
っ
た
。
早
期
の
撤
退
は
出
発
時
点
で
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

蒙
古
・
高
麗
は
、
日
本
人
の
意
識
に
十
分
な
だ
け
の
打
撃
を
与
え
う
れ
ば
、
帰
途
に
つ
い
て
も
差
し
支
え
な
か
っ
た
。

冬
の
嵐
は
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
示
し
た
。
す
で
に
季
節
は
安
全
な
帰
国
を
至
上
課
題
と
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
た
。

永
十
二
年
(
建
治
元
年
、
一
二
七
五
)
春
に
は
、
は
や
く
も
元
使
・
杜
世
忠
が
長
門
に
到
着
す
る
。
元
(
蒙
古
)

む
ろ
ん
予
定
の
行
動
で
あ
る
。
前
年
の
攻
撃
は
そ
の
た
め
の
第
一
弾
で
あ
っ
た
。

に
と
っ
て
は

注(
1
)

『
お
天
気
日
本
史
』
昭
和
四
五
(
一
九
七
O
)
、
初
出
は
「
文
永
の
役
の
終
わ
り
を
告
げ
た
の
は
台
風
で
は
な
い
」
『
日
本
歴
史
」
一

二
0
・
昭
和
三
三
、
「
文
永
の
役
の
終
末
に
つ
い
て
諸
家
の
批
判
に
答
う
」
『
同
』
一
四
五
・
昭
和
三
五
。
荒
川
の
報
告
は
衝
撃
的
で
、

彼
は
時
の
人
と
な
っ
て
ラ
ジ
オ
放
送
に
も
出
演
し
て
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。

(
2
)

網
野
善
彦
『
蒙
古
襲
来
」
一
九
七
四
、
川
添
昭
二
「
異
国
合
戦
」
『
日
蓮
と
鎌
倉
文
化
』
(
二

O
O
二
、
初
出
は
『
日
蓮
、
そ
の
思

想
・
行
動
と
蒙
古
襲
来
』
一
九
七
二
、
瀬
野
精
一
郎
「
神
風
余
話
」
(
「
日
本
の
中
世
』
月
報
一

O
、
平
成
一
五
・
二

O
O
三
)
な
ど

は
自
主
撤
去
説
に
近
い
。
荒
川
説
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
は
龍
粛
「
蒙
古
襲
来
」
(
増
補
版
、
昭
和
四
二
。

(
3
)

石
井
進
「
鎌
倉
び
と
の
戸
を
聞
く
』
(
二

O
O
O
)
に
引
用
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
ス
ワ
ポ
ミ
ル
・
シ
ュ
ル
ツ
氏
の
見
解
、
杉
山
明
「
モ

ン
ゴ
ル
時
代
の
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
日
本
」
(
近
藤
成
一
編
『
モ
ン
ゴ
ル
の
襲
来
』
二

O
O
三
・
所
収
)
。

(
4
)

『
中
国
・
朝
鮮
の
史
籍
に
お
け
る
日
本
史
料
集
成
』
三
国
高
麗
之
部
・
所
収
。
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(
5
)

志
賀
島
に
つ
な
が
る
海
の
中
道
な
ど
も
博
多
に
近
接
す
る
長
浜
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
築
か
れ
て
い
な
い
。
博
多
か
ら
北
東
に
あ
た

り
、
上
陸
す
る
可
能
性
が
低
か
っ
た
。
砂
鴫
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
仮
に
上
陸
が
あ
っ
て
も
、
別
位
置
で
の
防
禦
が
考
え
ら
れ
る
。

(
6
)

中
世
博
多
津
は
石
堂
川
(
御
笠
川
)
・
那
珂
川
が
合
流
し
た
河
口
に
あ
っ
た
(
旧
樋
井
川
も
同
一
河
口
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
ま
で
は
、

わ
か
ら
な
い
)
。
福
岡
市
作
成
2
5
0
0
分
1
図
等
高
線
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
今
日
の
石
堂
川
流
路
は
海
岸
砂
丘
の
南
側
、
後

背
低
地
か
ら
海
側
(
北
側
)
・
砂
丘
微
高
地
に
向
か
っ
て
流
れ
て
お
り
、
あ
き
ら
か
に
自
然
河
川
の
ま
ま
の
流
路
で
は
な
い
。
や
は
り

内
海
潟
湖
が
形
成
さ
れ
て
、
両
川
は
一
つ
に
な
っ
て
河
口
を
共
有
し
て
い
た
。
潟
湖
の
痕
跡
は
石
堂
川
分
水
開
口
後
も
パ
ッ
ク
マ

l
シ

ユ
と
し
て
残
り
、
そ
こ
に
「
房
州
堀
」
が
掘
削
さ
れ
た
(
図
6
)
。
平
成
日
年
6
月
却
日
「
福
岡
水
害
」
お
よ
び
平
成
日
年
7
月
日
日

豪
雨
で
石
堂
川
(
御
笠
川
)
堤
防
破
堤
に
よ
り
浸
水
被
害
を
受
け
た
地
域
は
、
旧
石
堂
川
が
形
成
し
て
い
た
後
背
湿
地
域
に
一
致
す
る
。

な
お
微
地
形
に
つ
い
て
は
「
福
岡
平
野
の
古
環
境
と
遺
跡
立
地
』
一
九
九
八
)
に
言
及
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
。
た
だ
し
掲
載
地
図
の

等
高
線
に
不
自
然
な
も
の
が
あ
り
、
修
正
し
た
ご
二
(
)
二
ニ
頁
、
図
3
参
照
)
。
「
筑
前
国
続
風
土
記
』
博
多
石
堂
に
関
係
記
事
が
あ

ヲ。
(
7
)

中
山
の
業
績
に
つ
い
て
は
梅
原
末
治
「
中
山
平
次
郎
博
士
」
「
同
年
譜
」
「
同
著
作
目
録
」
(
『
古
代
学
』

8
増
刊
、
中
山
平
次
郎
博
士

追
憶
号
、
一
九
五
九
)
、
岡
崎
敬
『
中
山
平
次
郎
集
』
日
本
考
古
学
選
集
一
一
、
一
九
八
五
、
小
田
富
士
雄
「
研
究
者
列
伝
2
中
山
平

次
郎
論
」
(
「
弥
生
文
化
の
研
究
』
叩
研
究
の
歩
み
、
一
九
八
八
年
雄
山
閣
出
版
刊
)
、
木
村
幾
多
郎
「
中
山
平
次
郎
論
」
(
『
縄
文
文

化
の
研
究
』
日
縄
文
時
代
研
究
史
、
一
九
八
四
年
雄
山
閣
出
版
刊
)
。

(
8
)

の
ち
竹
内
は
「
元
冠
の
研
究
』
(
雄
山
閣
・
昭
和
六
)
を
出
版
し
た
が
、
巻
頭
言
を
池
内
宏
が
執
筆
し
て
い
る
。
「
八
幡
愚
童
訓
」
へ

の
批
判
は
大
き
く
ト
l
ン
ダ
ウ
ン
し
た
。

(
9
)

高
橋
秀
樹
「
広
橋
家
旧
蔵
「
兼
仲
卿
暦
記
文
永
十
一
年
」
に
つ
い
て
」
(
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七

O
、
平
成
九
)

に
よ
る
。

(
叩
)
豊
田
武
・
児
玉
幸
多
編
『
交
通
史
』
昭
和
四
五
、
青
木
和
夫
『
日
本
律
令
国
家
論
孜
』
平
成
四
、
万
伊
入
冠
時
に
は
十
一
日
を
要
し

た
(
『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
四
月
十
七
日
条
)
。
な
お
早
飛
脚
の
ほ
か
、
早
馬
も
送
ら
れ
た
。
た
だ
し
馬
は
全
速
力
で
走
り
う
る
時
聞
が

限
ら
れ
て
お
り
、
要
し
た
日
数
に
あ
ま
り
差
は
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

(
日
)
『
帝
王
編
年
記
』
は
廃
朝
が
こ
の
日
十
四
日
の
陣
定
で
決
ま
っ
た
と
記
述
す
る
が
、
決
定
は
実
行
当
日
よ
り
は
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
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近
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田
武
・
児
玉
幸
多
編
『
交
通
史
』
昭
和
四
五
、
青
木
和
夫
『
日
本
律
令
国
家
論
孜
』
平
成
四
、
万
伊
入
冠
時
に
は
十
一
日
を
要
し

た
(
『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
四
月
十
七
日
条
)
。
な
お
早
飛
脚
の
ほ
か
、
早
馬
も
送
ら
れ
た
。
た
だ
し
馬
は
全
速
力
で
走
り
う
る
時
聞
が

限
ら
れ
て
お
り
、
要
し
た
日
数
に
あ
ま
り
差
は
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

(
日
)
『
帝
王
編
年
記
』
は
廃
朝
が
こ
の
日
十
四
日
の
陣
定
で
決
ま
っ
た
と
記
述
す
る
が
、
決
定
は
実
行
当
日
よ
り
は
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
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)

志
賀
島
に
つ
な
が
る
海
の
中
道
な
ど
も
博
多
に
近
接
す
る
長
浜
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
築
か
れ
て
い
な
い
。
博
多
か
ら
北
東
に
あ
た

り
、
上
陸
す
る
可
能
性
が
低
か
っ
た
。
砂
鴫
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
仮
に
上
陸
が
あ
っ
て
も
、
別
位
置
で
の
防
禦
が
考
え
ら
れ
る
。

(
6
)

中
世
博
多
津
は
石
堂
川
(
御
笠
川
)
・
那
珂
川
が
合
流
し
た
河
口
に
あ
っ
た
(
旧
樋
井
川
も
同
一
河
口
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
ま
で
は
、

わ
か
ら
な
い
)
。
福
岡
市
作
成
2
5
0
0
分
1
図
等
高
線
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
今
日
の
石
堂
川
流
路
は
海
岸
砂
丘
の
南
側
、
後

背
低
地
か
ら
海
側
(
北
側
)
・
砂
丘
微
高
地
に
向
か
っ
て
流
れ
て
お
り
、
あ
き
ら
か
に
自
然
河
川
の
ま
ま
の
流
路
で
は
な
い
。
や
は
り

内
海
潟
湖
が
形
成
さ
れ
て
、
両
川
は
一
つ
に
な
っ
て
河
口
を
共
有
し
て
い
た
。
潟
湖
の
痕
跡
は
石
堂
川
分
水
開
口
後
も
パ
ッ
ク
マ

l
シ

ユ
と
し
て
残
り
、
そ
こ
に
「
房
州
堀
」
が
掘
削
さ
れ
た
(
図
6
)
。
平
成
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却
日
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岡
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害
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び
平
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御
笠
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堤
に
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り
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は
、
旧
石
堂
川
が
形
成
し
て
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た
後
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湿
地
域
に
一
致
す
る
。

な
お
微
地
形
に
つ
い
て
は
「
福
岡
平
野
の
古
環
境
と
遺
跡
立
地
』
一
九
九
八
)
に
言
及
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
。
た
だ
し
掲
載
地
図
の

等
高
線
に
不
自
然
な
も
の
が
あ
り
、
修
正
し
た
ご
二
(
)
二
ニ
頁
、
図
3
参
照
)
。
「
筑
前
国
続
風
土
記
』
博
多
石
堂
に
関
係
記
事
が
あ

ヲ。
(
7
)

中
山
の
業
績
に
つ
い
て
は
梅
原
末
治
「
中
山
平
次
郎
博
士
」
「
同
年
譜
」
「
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著
作
目
録
」
(
『
古
代
学
』

8
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平
次
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追
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、
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五
九
)
、
岡
崎
敬
『
中
山
平
次
郎
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考
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選
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一
一
、
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小
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「
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2
中
山
平

次
郎
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弥
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』
叩
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「
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」
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『
縄
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化
の
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』
日
縄
文
時
代
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史
、
一
九
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四
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雄
山
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出
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刊
)
。
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)

の
ち
竹
内
は
「
元
冠
の
研
究
』
(
雄
山
閣
・
昭
和
六
)
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出
版
し
た
が
、
巻
頭
言
を
池
内
宏
が
執
筆
し
て
い
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。
「
八
幡
愚
童
訓
」
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判
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仲
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に
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史
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な
い
。
ほ
か
『
帝
王
編
年
記
』
が
十
一
月
六
日
に
-
記
し
た
内
容
は
、
『
勘
仲
記
』
と
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
合
成
の
よ
う
で
あ
り
、
明
ら

か
に
後
者
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
『
帝
王
編
年
記
』
は
後
光
厳
天
皇
の
時
期
・
南
北
朝
初
期
の
作
(
「
国
史
大
辞
典
』
)
。

(
ロ
)
『
鎌
倉
年
代
記
」
(
『
北
条
九
代
記
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